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古代史博物館では、夏休み中に歴史に親しんでもらおうと、恒例とな

った「夏休み親子土器づくり教室」を開催、８組の親子が古代の方法に

よる土器づくりにチャレンジしました。教室は、古代史博物館での土器

の成形（粘土から土器をつくる・写真右上）と市立青少年の森での土器

の焼成（土器を焼き上げる・写真中央）の２日間にわたって行われ、世

界でひとつしかないすばらしい作品（写真左下）ができあがりました。

（７月28日・８月18日）

親子でチャレンジ、古代の土器づくり
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１・一部負担金の割合が変わります１・一部負担金の割合が変わります

▼３歳未満の乳幼児＝２割負担となります

▼３歳以上70歳未満＝３割負担となります

▼70歳以上、※老人保健対象者を除く＝１割負担（一

定額以上所得者は２割負担）となります

※高齢者の一定以上所得者の基準について＝一、地方

税法上の課税所得が124万円以上の高齢者及びその方と

同一の世帯に属する高齢者。

二、但し、一、の基準に該当する場合であっても、市

に対し、高齢者及びその方と同一の世帯に属する高齢

者の収入の額が637万円（高齢者が１人の場合は450万

円）に満たない旨を届け出た場合には、定率１割負担

となります。

２・老人保健で医療を受ける方の対象年齢が２・老人保健で医療を受ける方の対象年齢が7575歳以歳以

上に変わります上に変わります

老人保健で医療を受ける方の対象年齢が、70歳以上

から75歳以上に５年間で段階的に引き上げられます。

平成14年９月30日ですでに70歳以上である方（昭和７

年９月30日以前に生まれた方）は、引き続き老人保健

制度で医療を受けます。

昭和７年10月１日以降に生まれた方は、75歳になる

までは、引き続き現在加入している医療保険で医療を

受け、75歳になると老人保健で医療を受けることにな

ります。

３・退職者医療制度の対象年齢が変わります３・退職者医療制度の対象年齢が変わります

老人保健で医療を受ける方の対象年齢の引き上げに

合わせて、70歳未満から75歳未満に引き上げられます。

４・高額療養費の自己負担額が変わります４・高額療養費の自己負担額が変わります

※下の表をご参照ください

▼注意＝▽金額は１月あたりの限度額です▽長期高額

疾病（人工透析、血友病等）については、自己負担限

度額は１万円とされている▽70歳以上の外来（個人ご

と）の自己負担限度額による支給は回数に含みません。

※低所得者�・�の方は、「限度額適用・標準負担減額

認定証」が必要となりますので、担当窓口に申請して

ください。

▼高額療養費の計算方法＝一、70歳以上の外来分を個

人単位で限度額（Ａ）を適用した後、二、入院を含め

た世帯単位の限度額（Ｂ）を適用します。三、これに、

70歳未満の合算基準対象額（21,000円以上の自己負担金）

を合わせて、国保全体の限度額（Ｃ）を適用します。

平成平成1515年４月１日以降の改正年４月１日以降の改正

▼退職被保険者（被扶養者も含む）の一部負担金の割

合が３割になります。

▼外来薬剤一部負担金が廃止されます

▼問合せ＝国保年金課（内線３８０・２９１）

1010月月11日から日から、、国民健康保国民健康保 険と老人保健が改正険と老人保健が改正

24,600円 

15,000円 

70歳以上（老人保健対象者は除く） 国民健康保健世帯全体（Ｃ） 

低所得者� 

低所得者� 

8,000円 

8,000円 

12,000円 

40,200円 

40,200円 

72,300円＋ 
�実際にかかった医療 
　費－361,500円×１％� 
４回目以降は40,200円 

一　　般 

一定以上 
所 得 者  

 個人単位（Ａ）（外来のみ） 
 個人単位（Ｂ） 
（外来＋入院） 

上位所得者 
139,800円＋�（実際にかかった医療 
費－699,000円）×１％� 

72,300円＋�（実際にかかった医療 
費－361,500円）×１％� 

139,800円＋�（実際にかかった医療 
費－699,000円）×１％� 

72,300円＋�（実際にかかった医療 
費－361,500円）×１％� 

35,400円 24,600円 

40,200円 

77,700円 

77,700円 

40,200円 

３回目まで ４回目以降  
 

一　　般 

上位所得者 

一　　般 

低所得者 

国民健康保険のここが変わります

※低所得者�とは、その属する世帯の世帯主及び世帯全員が住民税非課税である方
※低所得者�とは、その属する世帯の世帯主及び世帯全員が住民税非課税であって、その世帯の所得が一定基準以下の世帯に属する方

今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
総合福祉センター
（あいぴあ泉南）
埋蔵文化財センター
（古代史博物館）

85－0119
82－6551
83－5875
82－7615
82－1000
82－7767
82－7766
84－3500
83－6447
83－4361
83－9314
83－9264
83－9270

85－0707

83－6789

記事中の問い合わせ

内線番号が書かれたものは、

市役所（83－0001）へ

その他については、下記へ

2

□親子でチャレンジ

古代の土器づくり…1

□国民健康保険

老人保健が改正…2～3

□情報ＢＯＸ　…4～11

□information（お知らせ）

…12～17

□人権シリー…18～19

□健康コーナー

…20～21

□まちかどスナップ

…22～23

□ふるさと歴史紀行

…24

泉南市の人口（８月末現在）
人口‥‥‥‥65,223人
男‥‥‥31,832人
女‥‥‥33,391人

世帯数‥‥23,020世帯

１・医療機関等での負担が１・医療機関等での負担が、、所得に応所得に応

じて１割または２割の負担となりますじて１割または２割の負担となります

▼一　般＝１割の負担となります。

▼一定以上所得者＝２割の負担となりま

す。※70歳以上の一定以上所得者と同一

世帯の老人保健受給者の方すべてがこの

区分に該当します。

２・医療機関窓口での一部負担金の割２・医療機関窓口での一部負担金の割

合が変わります合が変わります

下の表をご参照ください。

３・高額医療費が支給されます３・高額医療費が支給されます

同一月に下の表（下の表をご参照くだ

さい）の限度額を超えて保険適用分に係

る一部負担金を支払った時は、申請する

ことにより、限度額を超えた分が払い戻

されます。

※同一月に受診したすべての医療機関の

ものが合算の対象となります。

４・受給者証について４・受給者証について

10月以降、医療機関にかかる時は、こ

れまでの受給者証は使用できません。

５・該当区分が変更する場合５・該当区分が変更する場合

今後、負担割合の判定対象となる世帯

員の所得状況が変動したり、世帯構成員

に変動があった場合、負担割合及び高額

医療費支給の際の該当区分が変更になる

場合があります。

６・大阪府制度の老人医療制度の改正６・大阪府制度の老人医療制度の改正

大阪府制度の老人医療受給者の方は、

インフォメーション（16ページ）をご参

照ください。

▼問合せ＝生活福祉課（内線３１０）

老人保健のここが変わります

外
来
の
と
き 

入
院
の
と
き 

医療費の１割（一定以上所得者は２割）を負担。 
※これまでのような、医療機関での一部負担金の上限額や定額負担制は 
　廃止され、受診のつど、かかった医療費の１割または２割を支払う。 

医療費の１割（一定以上所得者は２割）を負担。 
※但し、同一月に同一医療機関での負担額が下記の基準額に達した時は、 
　その月はそれ以上の負担はなし。 
▽一定以上所得者　　　72,300円＋�（総医療費－361,500円）×１％� 
▽一　　般　　　　　　40,200円 
▽低所得者�　　　　　24,600円 
▽低所得者�　　　　　15,000円 
（低所得者の各区分の適用は、市民税非課税世帯に属し、所定の認定を 
　受けていることが必要です） 

区　　分 外来の限度額（各個人単位） 世帯ごとの限度額（外来＋入院） 

一　　般 

低所得者 

一定以上所得者 

� 

� 

40,200円 

12,000円 40,200円 

24,600円 

15,000円 
8,000円 

72,300円＋�（総医療費額－361,500円）×１％� 
※12か月間に４回以上高額療養費の支給 
　を受ける場合、４回目以降は40,200円 



お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
内
容
・
対
象
＝
十
月
十
二

日(

土)

▽
ち
い
さ
い
こ
の
じ
か
ん
（
午

後
二
時
半
〜
三
時
で
四
歳
以
上
小
学

二
年
生
以
下
）
▽
お
お
き
い
こ
の
じ

か
ん
（
午
後
三
時
〜
三
時
半
で
小
学

二
年
生
以
上
）
▼
と
こ
ろ
＝
図
書
館

二
階
視
聴
覚
室
▼
定
員
＝
各
回
先
着

四
十
人
（
途
中
か
ら
の
出
入
り
は
不

可
）
▼
費
用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
第

一
、
三
、
四
土
曜
日
の
午
後
二
時
半

〜
三
時
半
、
同
場
所
に
お
い
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
会
に
よ
る
紙
芝
居
が
あ

り
ま
す
（
こ
ち
ら
は
〇
歳
か
ら
入
場

で
き
ま
す
。
申
込
み
は
不
要
）
▼
問

合
せ
＝
図
書
館

▼
と
き
＝
十
月
十
八
日(

金)

〜
二
十
日

(

日)

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
（
初
日
は

午
前
十
一
時
〜
、
最
終
日
は
午
後
四

時
ま
で
）
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル

展
示
室
▼
内
容
＝
信
達
・
新
家
公
民

館
で
活
動
中
の
水
彩
画
各
グ
ル
ー
プ

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
▼
入
場
料
＝

無
料
▼
問
合
せ
＝
信
達
公
民
館
（
(83)

９
２
６
４
）

泉
南
く
ら
し
の
た
す
け
あ
い
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）
格

取
得
を
記
念
し
て
公
開
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
月
十
二
日(

土)

午
後
一
時

半
〜
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
三

階
研
修
室
▼
内
容
＝
▽
お
は
な
し
▽

テ
ー
マ
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
有
償
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
▽
講
師
は
長
福
洋
子

な
が
ふ
く
よ
う
こ

さ
ん
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
エ
フ
・
エ
ー
理
事
、
大
阪

府
立
大
学
非
常
勤
講
師
▼
そ
の
他
＝

市
内
の
他
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
仲
間
と
の
交

流
も
あ
り
ま
す
▼
問
合
せ
＝
高
齢
障

害
福
祉
課
（
内
線
三
〇
七
）

▼
と
き
＝
十
月
十
八
日(

金)

午
後
六
時

半
会
場
、
七
時
開
演
▼
と
こ
ろ
＝
泉

の
森
ホ
ー
ル
（
泉
佐
野
市
）
▼
入
場

料
＝
無
料
▼
定
員
＝
一
〇
〇
人
（
先

着
順
）
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
泉
佐

野
地
球
交
流
協
会
（
(64)
７
２
０
１
／

fax
(64)
７
１
７
７
）

▼
と
き
＝
平
成
十
五
年
三
月
ま
で
の

毎
週
水
、
金
曜
日
の
午
後
六
時
〜
七

時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
学
習
科
目
＝
英
語
・
数
学
▼
対

象
＝
市
内
の
中
学
生
▼
定
員
＝
各
科

目
一
〇
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
＝
一
教
科
に
つ
き
一
〇
〇

八
円
（
教
材
費
）
▼
申
込
み
＝
十
月

十
八
日(

金)

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復

ハ
ガ
キ
に
中
学
生
学
習
相
談
会
参
加

希
望
、
参
加
者
及
び
保
護
者
の
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、
学

年
・
組
を
記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・

〇
五
二
一
・
泉
南
市
樽
井
八
の
一
三

の
一
八
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
▼
問

合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

文
化
の
秋
を
公
民
館
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
ふ
る
っ
て
、
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

▼
と
き
＝
一
、
十
月
十
九
日(

土)

午
前

九
時
〜
午
後
五
時
二
、
十
月
二
十
日

(

日)

午
前
九
時
〜
午
後
四
時
▼
と
こ

ろ
＝
新
家
公
民
館
▼
内
容
＝
ク
ラ
ブ
、

講
座
、
市
民
団
体
に
よ
る
作
品
展
示
、

演
技
発
表
、
も
ぎ
店
、
お
茶
席
他
▼

問
合
せ
＝
新
家
公
民
館
（
(83)
９
３
１

４
）泉

南
山
野
草
会
で
は
、
秋
の
山
野

草
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
一
、
十
月
十
九
日(

土)

午
前

十
時
〜
午
後
五
時
二
、
十
月
二
十
日

(

日)

午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
半
▼
と

こ
ろ
＝
信
達
公
民
館
▼
そ
の
他
＝
車

で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
▼

問
合
せ
＝
信
達
公
民
館
（
(83)
９
２
６

４
）泉

南
市
社
交
ダ
ン
ス
協
会
で
は
、

社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
（
定
例
会
）

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
月
二
十
日(

日)

午
後
六
時

〜
八
時
四
十
五
分
▼
と
こ
ろ
＝
市
民

体
育
館
▼
参
加
費
＝
五
〇
〇
円
▼
そ

の
他
＝
▽
当
日
は
上
履
靴
（
ダ
ン
ス

シ
ュ
ー
ズ
）、
女
性
の
方
は
ヒ
ー
ル
カ

バ
ー
を
着
用
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝

生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

手
話
奉
仕
員
を
養
成
す
る
中
級
手
話
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
平
成
十
四
年
十
月
二
十
三
日

(

水)

〜
平
成
十
五
年
三
月
二
十
六
日(

水)

の

毎
週
水
曜
日
午
後
七
時
〜
九
時
（
全
二
十

二
回
）
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
内

容
＝
中
級
手
話
講
習
（
厚
生
労
働
省
手
話

奉
仕
員
養
成
講
座
・
基
礎
課
程
）
▼
対

象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
で
初
級
手
話
講
習

会
を
修
了
さ
れ
た
方
▼
参
加
費
＝
一
一
五

五
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）
▼
定
員
＝
五
〇
人

▼
申
込
み
＝
十
月
十
五
日(

火)

ま
で
に
直

接
、
高
齢
障
害
福
祉
課
ま
で
▼
問
合
せ
＝

高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
三
〇
九
）
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秋
の
山
野
草
展
示
会

を
開
催
し
ま
す

中
級
手
話
講
習
会
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

新
家
公
民
館
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す

中
学
生
学
習
相
談
会
の

生
徒
を
募
集
し
ま
す

ブ
ル
ガ
リ
ア
民
族
舞
踊
公
演

カ
ザ
ン
ラ
ッ
ク
の
風
に
乗
せ
て

泉
南
水
彩
画
グ
ル
ー
プ

展
を
開
催
し
ま
す

泉
南
く
ら
し
の
た
す
け
あ
い

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
資
格
取
得
記
念
公
開
講
座

心に残る体験を通して、友
だちや先生と感動を共
有し、子どもたち
の創造性を豊か
にすることを
目的に、今年
も泉南市公立
幼稚園の園児
たちによる歌
や遊戯などを演
じる「キンダーフ
ェスティバル」を開催
します。一生懸命に演じる子ど
もたちに、温かい拍手をお願い
します。
▼と　き＝10月17日(木)

▽午前の部（午前９時40分～正
午）▽午後の部（午後

１時～２時50分）
▼ところ＝文化
ホール
▼ 出 演 幼 稚
園＝▽午前の
部（信達・新
家・新家南・
西信達・東各幼

稚園）▽午後の部
（雄信・一丘・鳴滝・樽

井各幼稚園）
▼入場料＝無料
▼定　員＝506人
▼問合せ＝指導課（内線359）

▼
と
き
＝
一
、
十
月
二
日(

水)

二
、
十

月
二
十
六
日(

土)

三
、
十
一
月
六
日

(

水)

※
時
間
は
一
、
三
、
は
午
後
四
時

〜
四
時
半
二
、
は
午
前
十
一
時
〜
十

一
時
五
十
分
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ

ン
タ
ー
▼
内
容
＝
お
話
や
紙
芝
居
、

マ
ジ
ッ
ク
な
ど
の
楽
し
い
読
み
聞
か

せ
会
で
す
▼
対
象
＝
小
学
生
以
下
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
▼
参
加
費
＝

無
料
▼
定
員
＝
五
〇
人
▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
十
月
二
日(

水)

〜
三
十
日

(

水)

の
期
間
の
毎
週
▽
水
曜
日
は
午
後

五
時
〜
七
時
▽
金
曜
日
は
午
後
四
時

〜
六
時
▽
土
曜
日
は
午
前
十
時
〜
正

午
（
※
十
月
二
十
六(

土)

は
あ
り
ま
せ

ん
）
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
市
内
の
小
・
中
学
生
と
そ

の
保
護
者
▼
定
員
＝
二
〇
人
▼
費

用
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
使

用
す
る
日
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
一
、
十
月
五
日(

土)

二
、
十

一
月
九
日(

土)

の
各
日
午
前
九
時
〜
正

午
▼
と
こ
ろ
＝
市
内
の
野
鳥
観
察
ス

ポ
ッ
ト
▼
対
象
＝
市
内
の
小
・
中
学

生
▼
定
員
＝
各
三
〇
人
▼
参
加
費
＝

無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
お
電
話

で
青
少
年
セ
ン
タ
ー

泉
南
市
立
保
育
所
で
は
所
庭
の
開

放
を
実
施
し
ま
す
。
保
育
所
や
幼
稚

園
に
通
っ
て
い
な
い
方
、
親
子
で
保

育
所
に
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

▼
保
育
所
名
・
開
放
日
・
連
絡
先
＝

▽
一
、
信
達
保
育
所
・
十
月
八
日(

火)

（
(83)
４
６
４
２
）
▽
二
、
樽
井
保
育

所
・
十
月
八
日(

火)

（
(82)
０
０
７
４
）

▽
三
、
浜
保
育
所
・
十
月
十
五
日(

火)

（
(84)
２
６
６
０
）
▽
四
、
鳴
滝
第
一
保

育
所
・
十
月
十
五
日(

火)

（
(83)
４
０
４

１
）
▼
開
放
時
間
＝
▽
一
、
三
、
は

午
前
十
時
〜
十
一
時
半
▼
二
、
四
、

は
午
前
九
時
半
〜
十
一
時
▼
問
合

せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
二
八
一
）

公
民
館
の
尺
八
ク
ラ
ブ
生
に
よ
る

発
表
会
で
す
。
日
本
古
来
の
音
色
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
十
月
六
日(

日)

午
後
一
時
半

〜
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
三
階
多

目
的
ホ
ー
ル
▼
内
容
＝
尺
八
、
琴
、

三
絃
合
奏
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
申
込

み
＝
事
前
申
込
み
不
要
▼
問
合
せ
＝

樽
井
公
民
館

毎
月
第
二
土
曜
日
は
、
お
は
な
し

ひ
ろ
ば
の
日
！
ろ
う
そ
く
を
と
も
し

て
、
い
ろ
ん
な
昔
話
を
語
り
ま
す
。

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
、
お
子
さ
ん

と
い
っ
し
ょ
に
お
は
な
し
の
世
界
を

邦
楽
の
集
い
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

野
鳥
観
察
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

保
育
所
に
遊
び
に

来
ま
せ
ん
か
？

4

読
み
聞
か
せ
の
会
を

開
催
し
ま
す

友
だ
ち
・
家
族
で

卓
球
を
楽
し
も
う
！

図
書
館
・
土
曜
お
は
な
し

ひ
ろ
ば
の
お
知
ら
せ

市役所　
図書館　　
市民体育館　　
樽井公民館　　
文化ホール　　
古代史博物館
青少年センター

83－0001
82－7766
82－1000
83－4361
82－7767
83－6789
84－3500

郷土の伝統芸能を継承したやぐらの曳行を披露
し、地域間の親睦を図ることを目的とし
てはじまった「泉南市祭礼パレード」
も今年で７年目を迎えました。
そして、今年も17台のやぐら

が泉南市役所に大集合、よりパ
ワーアップした祭礼パレード
として開催します。
▼と　き＝10月６日(日)午後１
時～４時（予定）
▼ところ＝泉南市役所駐車場及び
市役所前道路周辺
▼参加予定地区（やぐら）＝幡代区、
馬場区、男里区（北組・南組）、岡中区、大
苗代区、牧野区、市場区、北野区、陸区（宮本）、岡

田区（壱・弐）、樽井区（濱中講・戎福中講・獅子
講・宮元講）、鳴滝区の合計17台のやぐら
が参加する予定です。
▼その他＝車でのご来場はご遠慮
ください。また、周辺道路への
路上駐車はやぐら曳行の妨げと
なりますのでご遠慮ください。
ご観覧の際は事故防止のため、
現場警察官、祭礼自主警備役員
の指示に従ってください。
▼交通規制にご協力ください＝パ
レード当日、市役所周辺道路は一部

交通規制を行いますのでご理解・ご協
力をお願いします。

▼問合せ＝総務課（内線215）



八
の
一
三
の
一
八
・
青
少
年
セ
ン
タ

ー
ま
で
▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ

ー
泉
南
市
文
化
協
会
・
泉
南
美
術
協

会
で
は
、
次
の
と
お
り
第
二
十
三
回

泉
南
美
術
展
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
月
二
十
三
日(

水)

〜
二
十

七
日(

日)

、
午
前
十
時
〜
午
後
五
時

（
最
終
日
は
午
後
三
時
ま
で
）
▼
と
こ

ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
展
示
室
▼
入
場

料
＝
無
料
▼
一
般
の
作
品
を
募
集
＝

洋
画
（
油
彩
画
、
水
彩
画
、
パ
ス
テ

ル
画
、
ア
ク
リ
ル
画
）、
日
本
画
の
平

面
作
品
▼
作
品
の
大
き
さ
＝
六
号
〜

五
〇
号
ま
で
の
額
装
（
壁
面
展
示
の

可
能
な
も
の
）
▼
応
募
資
格
＝
十
五

歳
以
上
の
方
▼
出
品
作
品
数
＝
一
人

に
つ
き
二
点
以
内
（
自
作
・
未
発
表

の
も
の
）
▼
出
品
料
＝
一
点
に
つ
き

三
〇
〇
〇
円
▼
出
品
申
込
み
＝
十
月

十
一
日(

金)

ま
で
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
す
ず

ら
ん
（
(83)
８
７
６
９
）
▼
作
品
搬

入
＝
十
月
二
十
二
日(

火)

午
後
一
時
〜

二
時
▼
作
品
搬
出
＝
十
月
二
十
七
日

(

日)

午
後
三
時
〜
四
時
▼
問
合
せ
＝
生

涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

▼
開
催
日
＝
十
月
二
十
六
日(

土)

午
前

十
時
〜
十
一
時
五
十
分
▼
と
こ
ろ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
十
八
歳

以
上
の
方
で
、
こ
ど
も
に
本
な
ど
を

読
み
聞
か
せ
た
い
方
、
紙
芝
居
や
人

形
劇
を
は
じ
め
た
い
方
▼
定
員
＝
十

五
人
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

一
年
に
一
回
の
樽
井
公
民
館
ま
つ

り
！
今
年
も
楽
し
い
内
容
で
、
皆
さ

ん
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
と
き
＝
一
、
十
月
二
十
六
日(

土)

午

前
九
時
〜
午
後
五
時
二
、
十
月
二
十

七
日(

日)

午
前
九
時
〜
午
後
四
時
▼
と

こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
▼
内
容
＝
ク
ラ

ブ
、
講
座
、
市
民
団
体
に
よ
る
作
品

展
示
、
演
技
発
表
、
も
ぎ
店
、
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
他
▼
問
合
せ
＝
樽
井

公
民
館

泉
南
市
体
育
指
導
委
員
協
議
会
・

ラ
イ
フ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
で
は
次

の
と
お
り
、
市
民
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー

ツ
の
集
い
を
開
催
し
ま
す
。
み
ん
な

で
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
体
感
し

ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
月
二
十
七
日(

日)

午
前
九

時
〜
午
後
一
時
▼
と
こ
ろ
＝
市
民
体

育
館
▼
内
容
＝
▽
体
力
測
定
（
開
眼

片
足
立
ち
、
長
座
体
前
屈
、
握
力
、

座
位
ス
テ
ッ
ピ
ン
グ
）
▽
心
肺
蘇
生

法
（
い
ざ
と
い
う
時
の
知
っ
得
講
習

会
）
▽
わ
い
わ
い
ゲ
ー
ム
＝
飛
ば
し

て
弾
ん
で
シ
ャ
ッ
フ
ル
（
ラ
ケ
ッ
ト

テ
ニ
ス
）
、
ヒ
ッ
ト
だ
タ
ー
ゲ
ッ
ト

（
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
）、
み
ん
な

で
玉
入
れ
（
ア
ジ
ャ
タ
）、
じ
ゃ
ん
け

ん
ゲ
ー
ム
▼
参
加
費
＝
無
料
（
参
加

賞
あ
り
）
▼
携
行
品
＝
上
靴
、
タ
オ

ル
、
運
動
の
で
き
る
服
装
▼
申
込

み
＝
十
月
二
十
日(

日)

ま
で
に
、
体
育

館
窓
口
ま
た
は
ハ
ガ
キ
（
一
枚
で
何

人
で
も
申
込
み
可
）
に
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市

樽
井
二
の
二
六
の
一
・
市
民
体
育
館

ま
で
▼
問
合
せ
＝
市
民
体
育
館

Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
市
民
の
文
化
推
進

チ
ー
ム
で
は
、
合
唱
祭
の
出
演
者

（
グ
ル
ー
プ
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
平
成
十
五
年
三
月
十
六
日

(

日)

▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
▼
対

象
＝
市
内
で
コ
ー
ラ
ス
を
楽
し
ん
で

い
る
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十

月
三
十
一
日(

木)

ま
で
に
、
お
電
話
で

生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

▼
と
き
＝
十
一
月
一
日(

金)

一
、
午
前
の

部
は
午
前
十
時
半
〜
正
午
二
、
午
後
の
部

は
午
後
四
時
〜
五
時
半
三
、
夜
間
の
部
は

午
後
七
時
半
〜
九
時
※
一
、
は
子
ど
も

（
中
学
生
未
満
）
の
入
場
不
可
。
一
時
保

育
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井

公
民
館
▼
定
員
＝
各
一
五
〇
人
▼
入
場

料
＝
▽
中
学
生
以
上
は
一
人
五
〇
〇
円
▽

四
歳
以
上
は
一
人
三
〇
〇
円
▼
上
映
映

画
＝
こ
ど
も
の
時
間
（
文
部
科
学
省
選
定
、

監
督
・
野
中
真
理
子

の
な
か
ま
り
こ

、
語
り
・
イ
ッ
セ
ー

尾
形
お
が
た

）
▼
入
場
券
の
販
売
＝
樽
井
・
信

達
・
新
家
・
西
信
達
公
民
館
で
好
評
販
売

中
※
定
員
に
余
裕
が
あ
る
場
合
は
当
日
参

加
も
で
き
ま
す
▼
一
時
保
育
＝
定
員
は
一

歳
以
上
の
子
ど
も
二
〇
人
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
で
、
一
人
に
つ
き
三
〇
〇
円
が

必
要
▼
一
時
保
育
の
申
込
み
＝
十
月
八
日

(

火)

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に

住
所
、
親
子
の
氏
名
、
子
ど
も
の
生
年
月

日
、
性
別
、
電
話
番
号
、
手
続
き
希
望
公

民
館
を
記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二

一
泉
南
市
樽
井
六
の
一
一
の
一
六
・
樽
井

公
民
館
ま
で
▼
問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

7

泉
南
美
術
展
を

開
催
し
ま
す

泉
南
楽
し
い
な
読
書
会

を
開
催
し
ま
す

樽
井
公
民
館
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す

合
唱
祭
の
出
演
者
を

募
集
し
ま
す

映
画
・
こ
ど
も
の
時
間

を
上
映
し
ま
す

老
い
も
若
き
も
大
集
合
！

わ
い
わ
い
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

泉南中央ライオンズクラブでは、
毎年設立記念事業として数々の慈善
事業を行っています。今年は青少年
の健全育成をめざし、地域の少年少
女柔道家の試合と五輪選手をゲスト
に迎えての交流会を開催します。ふ
るって、ご来場ください。
▼と　き＝10月20日(日)午前10時～午
後３時
▼ところ＝市民体育館
▼ゲスト＝篠原信一

しのはらしんいち

選手（シドニー
五輪100�超級銀メダリスト）、野村

の む ら

忠宏
ただひろ

選手（シドニー五輪60�以下級
金メダリスト）
▼内　容＝少年少女柔道大会個人ト

ーナメント試合、世界柔道の練習風
景、技の指導、ワンポイントインタ
ビュー、サイン会や館外での各種ア
トラクション
▼参加費＝無料
▼問合せ＝泉南中央ライオンズクラ
ブ（(83)４６３０）

篠原信一選手 野村忠宏選手

6

府
立
砂
川
厚
生
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
地
域
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め

第
二
十
二
回
砂
川
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
月
二
十
日(

日)
午
前
十
時

〜
午
後
三
時
十
分
（
雨
天
決
行
）
▼

と
こ
ろ
＝
砂
川
厚
生
福
祉
セ
ン
タ
ー

運
動
場
▼
内
容
＝
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、

模
擬
店
、
バ
ザ
ー
他
▼
問
合
せ
＝
砂

川
厚
生
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
(82)
２
８
８

１
）Ａ

Ｂ
Ｃ
委
員
会
花
い
っ
ぱ
い
運
動

推
進
チ
ー
ム
で
は
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、

泉
南
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ご

協
力
に
よ
り
定
員
を
拡
大
し
て
の
開

催
と
な
り
ま
す
。

▼
と
き
＝
一
、
十
月
二
十
日(

日)

午
前

の
部
（
午
前
十
時
半
〜
）
二
、
十
月

二
十
日(

日)

午
後
の
部（
午
後
一
時
〜
）

三
、
十
一
月
三
日(

日)

午
後
一
時
半
〜

三
時
※
い
ず
れ
も
雨
天
の
場
合
は
中

止
▼
と
こ
ろ
＝
一
、
二
、
は
市
民
体

育
館
三
、
は
ブ
レ
ス
ガ
ー
デ
ン
野
外

（
サ
テ
ィ
泉
南
店
入
口
駐
車
場
）
▼
内

容
＝
一
、
二
、
ハ
ン
キ
ン
グ
プ
ラ
ン

タ
ー
と
ミ
ニ
観
葉
の
寄
せ
植
え
三
、

寄
せ
植
え
（
好
き
な
花
が
選
べ
ま
す
）

▼
費
用
＝
一
、
二
、
三
、
す
べ
て
一

〇
〇
〇
円
（
当
日
徴
収
）
▼
定
員
＝

一
、
二
、
は
各
五
〇
人
三
、
は
一
〇

〇
人
※
い
ず
れ
も
多
数
の
場
合
は
抽

選
）
▼
申
込
み
＝
十
月
八
日(

火)

（
必

着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
受
講
希
望
日
時

番
号
（
一
、
二
、
三
、）
の
い
ず
れ
か

を
明
記
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
九

二
（
住
所
不
要
）
泉
南
市
役
所
施
設

管
理
課
ま
で
▼
そ
の
他
＝
▽
当
日
は

返
信
ハ
ガ
キ
を
持
参
く
だ
さ
い
※
参

加
証
と
な
り
ま
す
▼
問
合
せ
＝
施
設

管
理
課
（
内
線
五
八
一
）

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
み
た
い
！
で

も
‥
そ
ん
な
あ
な
た
に
朗
報
で
す
。

あ
い
ぴ
あ
泉
南
で
は
、
ま
っ
た
く
の

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
方
を
対
象
に
、

パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

一
、
視
覚
障
害
者
対
象
講
座
▼
と

き
＝
十
月
二
十
二
日(

火)

、
二
十
四
日

(

木)

、
二
十
九
日(

火)

、
三
十
一
日

(

木)

の
各
日
午
前
十
時
〜
午
後
四
時

（
全
四
回
で
合
計
二
十
時
間
）
▼
と
こ

ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
対
象
＝
市
内

在
住
の
視
覚
障
害
者
の
方
（
身
体
障

害
者
手
帳
の
障
害
名
が
視
覚
障
害
の

方
）
▼
内
容
＝
音
声
読
み
上
げ
ソ
フ

ト
に
よ
る
文
字
入
力
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
体
験
▼
定
員
＝
五
人
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
）
▼
申
込
み
＝
十
月
十

七
日(

木)

ま
で
に
、
お
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
あ
い
ぴ
あ
泉
南
（
�
０
７

０
７
・
fax
�
０
９
０
９
）
二
、
身
体

障
害
者
対
象
講
座
▼
と
き
＝
十
一
月

十
八
日(

月)

、
二
十
日(

水)

、
二
十
二

日(

金)

、
二
十
五
日(

月)

、
二
十
七
日

(

水)

、
二
十
九
日(

金)

の
各
日
午
後
一

時
半
〜
四
時
半
（
全
六
回
で
合
計
十

八
時
間
）
▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
身

体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
（
視

覚
・
聴
覚
障
害
者
の
方
は
除
く
）
▼

内
容
＝
文
字
入
力
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
体
験
な
ど
▼
定
員
＝
五
人
（
多
数

の
場
合
は
抽
選
）
▼
申
込
み
＝
十
一

月
十
四
日(

木)

ま
で
に
、
お
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
あ
い
ぴ
あ
泉
南
（
�

０
７
０
７
・
fax
�
０
９
０
９
）
▼
そ

の
他
＝
今
後
も
聴
覚
障
害
者
、
知
的

障
害
者
を
対
象
に
し
た
講
座
を
開
催

し
ま
す
▼
問
合
せ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南

（
�
０
７
０
７
・
fax
�
０
９
０
９
）

転
倒
に
よ
る
骨
折
や
寝
た
き
り
の

予
防
、
住
宅
環
境
の
改
善
や
薬
の
飲

み
方
、
骨
折
し
に
く
い
身
体
づ
く
り

な
ど
に
つ
い
て
の
劇
や
お
話
で
勉
強

し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ
＝
一
、
十
月
二
十

三
日(

水)

・
樽
井
老
人
集
会
場
二
、
十

月
三
十
日(

水)

・
鳴
滝
老
人
憩
い
の
家

三
、
十
一
月
六
日(

水)

・
牧
野
老
人
集

会
場
四
、
十
一
月
二
十
日(

水)

・
上
村

老
人
集
会
場
※
時
間
は
い
ず
れ
も
午

後
一
時
半
〜
三
時
▼
参
加
費
＝
無
料

▼
定
員
＝
各
三
〇
人
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
▼
携
行
品
＝
タ
オ
ル
、
動

き
や
す
い
服
装
▼
そ
の
他
＝
タ
オ
ル

を
使
っ
た
体
操
や
、
骨
に
良
い
お
や

つ
の
試
食
あ
り
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
十
月
十
五
日(

火)

ま
で
に
、
お
電

話
で
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
三
〇

四
）泉

南
外
国
語
学
習
推
進
協
議
会
で

は
、
外
国
の
方
と
の
交
流
宿
泊
体
験

に
参
加
す
る
青
少
年
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
二
日(

土)

〜
三
日

(

日)

▼
と
こ
ろ
＝
紀
泉
ふ
れ
あ
い
自
然

塾
▼
対
象
＝
市
内
の
小
学
四
〜
六
年

生
▼
定
員
＝
四
〇
人
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
三
〇
〇
〇
円

▼
申
込
み
＝
十
月
二
十
二
日(

火)

（
必

着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
外
国

語
学
習
参
加
希
望
、
参
加
者
及
び
保

護
者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
・
組
を
明
記
の
上
、

〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井

砂
川
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す

外
国
の
方
と
交
流
宿
泊

体
験
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

介
護
予
防
・
転
倒
予
防
教
室

と
め
さ
ん
ま
だ
ま
だ
人
生
こ
れ
か
ら

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

身
体
障
害
者
の
た
め
の

初
心
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

▼と　き＝10月27日(日)午後２時

半開場、３時開演

▼ところ＝文化ホール（全席自

由席）

▼出演者＝円広志
まどかひろし

さん

▼入場料＝▽一般／前売り2,000

円（当日2,500円）▽割引／前売

り1,500円（当日2,000円）※割引

対象は高校生以下、60歳以上、

障害者及びその介護者です

▼チケットの販売＝文化ホール

にて好評発売中（販売時間は午

前９時～午後５時）※月曜日・

祝日は除く ▼問合せ＝文化ホール



▼
と
き
＝
十
一
月
四
日
�
午
後
一
時

半
開
演
▼
と
こ
ろ
＝
阪
南
サ
ラ
ダ
ホ

ー
ル
大
ホ
ー
ル
▼
内
容
＝
遊
玄
社
の

音
楽
劇
Ｕ
Ｂ
Ｕ
・
Ｂ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
！
い
の

ち
の
ひ
び
き
（
ア
フ
リ
カ
の
音
楽
と

舞
踊
を
楽
し
み
な
が
ら
、
命
を
見
つ

め
直
し
て
い
け
た
ら
‥
）
▼
参
加

費
＝
会
費
制
で
月
額
一
〇
〇
〇
円
※

四
歳
未
満
は
無
料
▼
問
合
せ
＝
泉
南

お
や
こ
劇
場
事
務
局
（
(83)
２
９
０
９
）

救
命
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
か
ら
、

応
急
手
当
等
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
一
月
十
日(

日)

午
前
十
時

〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
市
立
泉
佐
野
病

院
三
階
大
会
議
室
▼
定
員
＝
三
十
人

（
先
着
順
）
▼
そ
の
他
＝
▽
動
き
や
す

い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
▽
駐
車

場
は
有
料
で
す
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
十
一
月
八
日(

金)

ま
で
に
、
府
立

泉
州
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
（
(64)
９
９

３
１
）

▼
と
き
＝
十
一
月
九
日(

土)

、
十
日

(

日)

午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
（
十
日

は
午
後
三
時
ま
で
）
▼
と
こ
ろ
＝
大

阪
刑
務
所
（
堺
市
田
出
井
町
六
の

一
・
Ｊ
Ｒ
阪
和
線
・
堺
市
駅
か
ら
徒

歩
五
分
）
▼
内
容
＝
▽
刑
務
所
作
業

製
品
の
展
示
即
売
（
全
国
の
刑
務
所

が
参
加
）
▽
実
演
コ
ー
ナ
ー
（
陶
芸
、

七
宝
焼
、
唐
木
）
▽
矯
正
活
動
の
紹

介
▽
各
種
模
擬
店
▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
そ
の
他
多
数

▼
問
合
せ
＝
大
阪
刑
務
所
（
０
７

２
・
２
３
８
・
８
２
６
９
）

泉
南
市
文
化
協
会
で
は
、
次
の
と

お
り
第
十
一
回
泉
南
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
丹
精
こ
め
た
、
個
性
豊
か

な
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
十
一
月
十
五
日(

金)

〜
十
七

日(

日)

午
前
十
時
〜
午
後
四
時
▼
と
こ

ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
展
示
室
▼
内
容
＝

▽
絵
画
▽
生
花
▽
陶
芸
▼
入
場
料
＝

無
料
▼
問
合
せ
＝
文
化
ホ
ー
ル

(

財)

大
阪
府
国
民
年
金
福
祉
協
会
で

は
、「
わ
か
り
や
す
い
年
金
の
話
」
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
十
三
日(

水)

午
前
九

時
半
〜
午
後
二
時
半
（
講
演
、
昼
食
、

入
浴
）
▼
と
こ
ろ
＝
国
民
年
金
健
康

セ
ン
タ
ー
・
サ
ン
ヒ
ル
阪
南
（
阪
南

市
桃
の
木
台
）
▼
講
師
＝
高
橋
嘉
明

た
か
は
し
よ
し
あ
き

さ
ん
（
社
会
保
険
労
務
士
）
▼
定

員
＝
一
〇
〇
人
（
先
着
順
）
▼
参
加

費
＝
一
五
〇
〇
円
（
昼
食
代
含
む
・

当
日
徴
収
）
▼
申
込
み
＝
十
月
三
十

一
日(

木)

ま
で
に
、
サ
ン
ヒ
ル
阪
南

（(76)

０
８
８
８
）
へ
、
氏
名
、
住
所
、

性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
▼
そ
の
他
＝
受
講
決
定

者
に
は
十
一
月
五
日(

火)

ま
で
に
受
講

票
（
ハ
ガ
キ
）
を
送
付
し
ま
す
▼
問

合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
二
五
五
）

熊
野
古
道
唯
一
の
浜
づ
た
い
の
道

で
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
地
と
し

て
も
知
ら
れ
る
南
部
町
千
里
浜

せ
ん
り
は
ま

の
美

し
い
砂
浜
か
ら
出
発
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
十
七
日(

日)

午
前
七

時
五
十
分
（
Ｊ
Ｒ
和
泉
砂
川
駅
西
口

に
集
合
）
※
雨
天
の
場
合
は
十
一
月

二
十
四
日(

日)

に
順
延
▼
コ
ー
ス
＝

岩い
わ

代し
ろ

駅
〜
千
里
せ
ん
り

王
子
〜
三
鍋
み
な
べ

王
子
〜

鹿か

島し
ま

神
社
〜
芳
養
は

や

王
子
〜
出
立
で
た
ち

王
子

〜
高
山
寺

こ
う
ざ
ん
じ

（
南
方
熊
楠

み
な
か
た
く
ま
ぐ
す

墓
所
）
〜
紀

伊
田
辺
駅
▼
参
加
費
＝
▽
三
七
八
〇

円
（
交
通
費
）
▽
四
〇
〇
円
（
資

料
・
保
険
代
）
▼
定
員
＝
二
〇
人
▼

携
行
品
＝
弁
当
、
水
筒
▼
申
込
み
＝

十
一
月
七
日(

木)

（
必
着
）
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
〒
五
九

〇
・
〇
五
〇
四
泉
南
市
信
達
市
場
一

〇
九
七
の
二
・
片
木
雅
美
様
方
・
泉

南
市
歴
史
研
究
会
事
務
局
ま
で
▼
問

合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

▼
と
き
＝
十
一
月
十
八
日(

月)

午
前
九

時
〜
午
後
二
時
▼
コ
ー
ス
＝

新
家
公

民
館
前
集
合
〜
畦あ
ぜ

の
谷た
に

地
蔵
〜
市
民

の
里
〜
お
菊
山
〜

蓮
信
寺

れ
ん
し
ん
じ

（
妙
見
山

み
ょ
う
け
ん
さ
ん）
駐
車
場
解
散
※
一
二
�
・

一
般
向
き
▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
六

十
歳
以
上
で
全
行
程
を
歩
く
こ
と
が

で
き
る
方
▼
参
加
費
＝
無
料
（
交
通

費
は
各
自
負
担
）
▼
定
員
＝
三
〇
人

（
先
着
順
）
▼
携
行
品
＝
弁
当
、
水
筒
、

靴
は
ハ
イ
キ
ン
グ
用
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
▼
申
込
み
＝
十
月
十
五
日(

火)

以

降
に
、
直
接
泉
南
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
あ
い
ぴ
あ
泉
南
内
）
ま
で
（
土

日
祝
日
は
除
く
）
▼
問
合
せ
＝
社
会

福
祉
協
議
会
（
(82)
１
０
２
７
）

9

泉
南
お
や
こ
劇
場

第
七
十
七
回
例
会

関
西
矯
正
展
（
刑
務
所

作
業
製
品
展
示
即
売
会
）

年
金
講
座
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す

泉
南
歴
史
研
修
会

熊
野
古
道
を
歩
く

ハ
イ
キ
ン
グ
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す

心
肺
蘇
生
法
講
習
会

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

泉
南
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す

泉南市商工会では、同会創立30周年、
同青年部創立20周年、同女性部創立10周
年を記念し、読売テレビ解説委員の辛坊
治郎さんを講師にお招きし、記念講演会
を開催します。
▼と　き＝11月２日(土)午後３時～４時
▼ところ＝文化ホール
▼テーマ＝テレビ報道の裏おもて

～辛坊治郎の新聞ななめ読み～
▼講　師＝辛坊治郎

しんぼうじろう

さん
（読売テレビ解説委員）

▼講師プロフィール＝1956年、岸和田市
に生まれ、読売テレビ放送入社、報道局
報道情報センターニュース解説委員、よ
みうり「元気モンＴＶ」ニュース解説担
当を経て、現在日本ＴＶ「ズームイン

super」ニュー
ス解説担当
▼入場料＝無
料
▼定　員＝200
人（先着順）
▼申込み＝10
月20日(日)まで
に、電話また
はファクスで
泉南市商工会
（(83)６３６５／fax(83)５３２１）へ申し
込んでください※ファクスでお申込みに
なる場合は住所、氏名、電話番号と辛坊
治郎さんの聴講希望と明記してください
▼問合せ＝泉南市商工会（(83)６３６５）

辛坊治郎さん

8

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
や
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
月
二
十
六
日(

土)

、
十
一

月
二
日(

土)

、
九
日(
土)
、
午
前
九
時

半
〜
十
一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年

セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市
内
の
小
学
四

年
〜
中
学
三
年
生
▼
定
員
＝
二
〇
人

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝

無
料
▼
申
込
み
＝
十
月
二
十
二
日(

火)

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
パ

ソ
コ
ン
教
室
参
加
希
望
、
参
加
者
・

保
護
者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
・
組
を
明
記
の
上
、

〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井

八
の
一
三
の
一
八
・
青
少
年
セ
ン
タ

ー
へ
▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

泉
南
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
で
は
、

新
家
・
山
田
家
住
宅
が
国
の
登
録
有

形
文
化
財
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
記

念
し
、
昔
な
つ
か
し
い
大
道
芸
と
縁

日
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
三
日(

日)

午
後
〇
時

〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
山
田
家
住
宅

（
新
家
中
村
・
Ｊ
Ｒ
新
家
駅
か
ら
北
西

に
徒
歩
五
分
）
▼
内
容
＝
あ
め
細
工

（
実
演
と
販
売
）、
手
品
、
皿
回
し
、

南
京
玉
す
だ
れ
、
和
太
鼓
、
獅
子
舞
、

相
撲
甚
句
、
餅
つ
き
、
き
き
酒
、
出

店
他
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
申
込
み
＝

事
前
申
込
は
不
要
▼
そ
の
他
＝
山
田

家
住
宅
の
一
般
公
開
も
あ
り
ま
す
▼

問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

私
た
ち
の
く
ら
し
に
役
立
つ
情
報

を
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
・
内
容
・
講
師
＝
一
、
十
一

月
七
日(
木)

午
後
一
時
半
〜
三
時
半
・

気
を
つ
け
よ
う
〜
悪
質
商
法
の
被
害

に
遭
わ
な
い
た
め
に
〜
・
講
師
は

前
中

ま
え
な
か

み
き
子
さ
ん
（
消
費
生
活
専
門

相
談
員
）
二
、
十
一
月
十
一
日(

月)

午

後
一
時
半
〜
三
時
半
・
中
高
年
の
目

と
め
が
ね
〜
上
手
な
め
が
ね
の
選
び

方
〜
・
講
師
は
西
村
輝
和

に
し
む
ら
て
る
か
ず
さ
ん
（
大

阪
眼
鏡
専
門
小
売
協
同
組
合
理
事
長
）

▼
と
こ
ろ
＝
阪
南
市
立
サ
ラ
ダ
ホ
ー

ル
（
南
海
尾
崎
駅
下
車
徒
歩
三
分
）

▼
定
員
＝
一
五
〇
人
▼
携
行
品
＝
筆

記
用
具
▼
そ
の
他
＝
車
で
の
ご
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
十
月
二
十
一
日(

月)

ま
で
に
お

電
話
で
地
域
振
興
課
（
内
線
五
八
三
）

さ
わ
や
か
な
秋
空
の
下
、
り
ん
く

う
南
浜
を
走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
一
月
四
日
�
（
小
雨
決

行
）
▼
集
合
場
所
＝
大
阪
府
南
部
広

域
防
災
拠
点
（
受
付
は
午
前
八
時
五

十
分
〜
九
時
十
分
）
▼
コ
ー
ス
＝
り

ん
く
う
南
浜
周
辺
▼
対
象
＝
泉
南
地

区
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方
▼
種

目
＝
▽
小
学
生
の
部
（
高
学
年
５
〜

６
年
生
）
は
男
子
・
女
子
と
も
２
�
、

▽
中
学
生
の
部
は
男
子
３
�
、
女
子

２
�
▽
一
般
の
部
は
男
子
５
�
、
女

子
３
�
▽
壮
年
の
部
（
四
十
歳
以
上
）

は
男
子
３
�
、
女
子
２
�
▽
学
童

（
小
学
１
〜
６
年
生
）
は
男
子
・
女
子

と
も
１
�
▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
保
護
者

と
小
学
生
）
は
１
�
※
学
童
の
部
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
は
オ
ー
プ
ン
種
目

で
表
彰
は
あ
り
ま
せ
ん
▼
参
加
費
＝

一
般
・
壮
年
の
部
は
一
五
〇
円
（
そ

の
他
は
無
料
）
▼
申
込
み
＝
十
月
十

四
日(

月)

ま
で
に
参
加
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
市
民
体
育
館
ま

で
（
月
曜
午
後
、
火
曜
日
は
休
館
）

▼
そ
の
他
＝
▽
大
会
中
の
事
故
に
つ

い
て
は
、
応
急
処
置
の
他
一
切
の
責

任
を
負
い
ま
せ
ん
▼
問
合
せ
＝
市
民

体
育
館

泉
南
市
青
少
年
指
導
員
協
議
会
・

泉
南
市
教
育
委
員
会
で
は
、
青
少
年

の
健
全
育
成
と
た
く
ま
し
い
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
図
る
た
め
、
ち
び
っ

こ
相
撲
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
三
日(

日)

午
前
九
時

半
〜
午
後
四
時
（
受
付
は
九
時
〜
）

▼
と
こ
ろ
＝
市
民
体
育
館
▼
対
象
＝

市
内
在
住
の
小
学
一
年
〜
六
年
生
の

男
女
及
び
泉
南
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

加
入
者
▼
競
技
方
法
＝
▽
学
年
、
男

女
別
個
人
戦
（
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
）

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
十
月

十
六
日(

水)

ま
で
に
、
参
加
申
込
み
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
市
内

各
小
学
校
ま
た
は
市
役
所
生
涯
学
習

課
ま
で
▼
そ
の
他
＝
▽
運
動
の
で
き

る
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
▽
表
彰
は

優
勝
、
準
優
勝
、
三
位
で
全
員
に
参

加
賞
あ
り
▽
競
技
中
に
発
生
し
た
ケ

ガ
等
に
つ
い
て
は
、
応
急
処
置
の
ほ

か
一
切
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
▽
昼

食
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
▽
上
靴

（
保
護
者
・
応
援
の
方
も
含
む
）
を
各

自
ご
持
参
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
生

涯
学
習
課
（
内
線
二
五
三
）

パ
ソ
コ
ン
に
楽
し
く

ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か

大
道
芸
・
縁
日
フ
ェ
ス
タ

を
開
催
し
ま
す

ち
び
っ
こ
ず
も
う
泉
南
場
所

に
出
場
し
ま
せ
ん
か

く
ら
し
の
府
民
講
座

を
開
催
し
ま
す

ミ
ニ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

� 観光ボランティアガイド養成講座 � 
樽井公民館では、泉南市を訪れる人々に

ボランティアでガイドをしていただける、
ボランティアガイドを養成するための講座
を開催します。今回は、熊野古道について
学習します。
▼とき・内容・ところ＝次表のとおり（雨
天決行）※時間はいずれも午後０時半～４
時▼対象＝ボランティアガイドとして活動

する意欲のある方（市内・外は問いません）
▼講師＝松原右樹

まつばらまれき

さん（泉陽高校教諭）▼
参加費＝無料（交通費は各自負担）▼申込
み・問合せ＝各講座の締切り期限までに、
電話またはファクスで、氏名、住所、電話
番号、講座番号、観光ボランティアガイド
養成講座受講希望と明記の上、樽井公民館
（(83)４３６１／fax(83)４３８０）

講座番号・日時 フィールドワーク・コース 集合場所 申込み期限 

第1回／Ｈ14年11月2月� 

第2回／Ｈ14年11月24月� 

第3回／Ｈ15年1月25月� 

第4回／Ｈ15年2月22月� 

JR北信太駅～JR信太山駅 

JR信太山駅～JR和泉府中駅 

JR長滝駅～JR和泉砂川駅 

JR和泉鳥取駅～JR山中渓駅 

JR北信太駅改札口 

JR信太山駅改札口 

JR長滝駅改札口 

JR和泉鳥取駅改札口 

Ｈ14年10月26日 

Ｈ14年11月17日 

Ｈ15年1月18日 

Ｈ15年2月15日 



日(

月)

〜
十
月
三
十
日(

水)

に
泉
南
市

社
会
福
祉
協
議
会
（
あ
い
ぴ
あ
泉
南

内
）
ま
で
▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
社
会

福
祉
協
議
会
（
(82)
１
０
２
７
）

▼
職
種
＝
一
、
事
務
職
員
二
、
生
活

支
援
員
▼
受
験
資
格
＝
一
、
昭
和
二

十
三
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
九

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
社
会

福
祉
主
事
任
用
資
格
を
有
し
、
簡
単

な
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
方
二
、

昭
和
二
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

五
十
九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
有
す
る

方
※
一
、
二
、
と
も
要
普
通
自
動
車

運
転
免
許
▼
採
用
予
定
人
員
＝
一
、

二
、
各
一
人
▼
試
験
日
＝
十
一
月
七

日(

木)

▼
採
用
予
定
年
月
＝
一
、
平
成

十
五
年
一
月
二
、
平
成
十
五
年
四
月

▼
募
集
要
項
の
配
付
＝
一
、
二
、
と

も
十
月
一
日(

火)

か
ら
泉
南
市
社
会
福

祉
協
議
会
で
配
付
▼
申
込
み
＝
一
、

二
、
と
も
十
月
二
十
一
日(

月)

〜
十
月

三
十
日(

水)

に
泉
南
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
あ
い
ぴ
あ
泉
南
内
）
ま
で
▼
問

合
せ
＝
泉
南
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
(82)
１
０
２
７
）

▼
職
種
＝
一
、
事
務
職
員
二
、
自
動

交
付
機
従
事
職
員
▼
資
格
＝
一
、
昭

和
十
九
年
四
月
二
日
〜
昭
和
五
十
九

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
簡
単

な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
方
（
学

歴
は
問
わ
な
い
）
二
、
昭
和
十
九
年

四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
九
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
（
学
歴
は

問
わ
な
い
）
▼
採
用
予
定
人
員
＝
一
、

二
、
各
一
人
▼
試
験
日
＝
十
一
月
五

日(

火)

▼
試
験
内
容
＝
筆
記
試
験
及
び

面
接
▼
採
用
予
定
日
＝
平
成
十
四
年

十
二
月
一
日
▼
募
集
要
項
の
配
布
＝

十
月
七
日(

月)

か
ら
人
事
課
で
配
布
▼

申
込
み
＝
十
月
二
十
一
日(

月)

〜
十
月

二
十
五
日(

金)

に
人
事
課
へ
▼
問
合

せ
＝
人
事
課
（
内
線
二
〇
七
）

▼
職
種
＝
図
書
館
司
書
職
員
▼
資

格
＝
昭
和
二
十
二
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
、
司
書
資
格
を
有
し
、
普
通
自

動
車
の
運
転
及
び
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン

操
作
が
で
き
る
方
▼
採
用
予
定
人

員
＝
一
人
▼
試
験
日
＝
十
一
月
五
日

(

火)

▼
試
験
内
容
＝
筆
記
及
び
面
接
▼

採
用
予
定
日
＝
平
成
十
四
年
十
二
月

一
日
▼
募
集
要
項
の
配
付
＝
十
月
一

日(

火)

か
ら
図
書
館
二
階
事
務
所
で
配

付
▼
申
込
み
＝
十
月
九
日(

水)

〜
十
月

十
六
日(

水)

に
、
直
接
図
書
館
ま
で

（
十
月
十
四
日
、
十
五
日
は
休
館
）
▼

問
合
せ
＝
図
書
館

▼
職
務
内
容
＝
国
民
健
康
保
険
や
老

人
保
健
等
の
診
療
報
酬
明
細
書
（
レ

セ
プ
ト
）
内
容
の
点
検
等
▼
資
格
＝

医
療
事
務
（
レ
セ
プ
ト
点
検
）
の
有

資
格
者
で
昭
和
二
十
七
年
四
月
二
日

〜
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
※
経
験
者
優
遇
▼
雇
用

条
件
＝
▽
臨
時
職
員
採
用
▽
時
間
給

は
七
七
〇
円
▽
厚
生
年
金
、
健
康
保

険
に
加
入
可
▼
採
用
予
定
人
員
＝
若

干
名
▼
申
込
み
＝
十
月
三
十
一
日(

木)

ま
で
に
、
本
人
が
履
歴
書
を
持
参
の

上
、
国
保
年
金
課
ま
で
▼
そ
の
他
＝

今
回
、
採
用
が
見
送
ら
れ
た
場
合
で

も
登
録
者
と
し
ま
す
▼
問
合
せ
＝
国

保
年
金
課
（
内
線
三
八
〇
）

泉
南
郵
便
局
で
は
、
年
賀
郵
便
物

の
配
達
や
区
分
け
作
業
に
従
事
す
る

ア
ル
バ
イ
ト
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
期
間
＝
平
成
十
四
年
十
二
月
上
旬

〜
平
成
十
五
年
一
月
上
旬
▼
内
容
＝

▽
郵
便
配
達
等
の
外
務
作
業
▽
区
分

け
等
の
内
務
業
務
▼
申
込
み
＝
九
月

中
に
各
ご
家
庭
に
配
達
し
た
、
ご
案

内
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

十
月
十
一
日(

金)

ま
で
に
お
近
く
の
ポ

ス
ト
に
投
函
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝

泉
南
郵
便
局
（
(83)
０
１
７
８
）

▼
資
格
＝
昭
和
四
十
二
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
に
生

ま
れ
、
ク
ロ
ー
ル
で
一
〇
〇
�
を
二

分
三
〇
秒
以
内
で
泳
げ
る
方
（
学
生

は
不
可
）
▼
募
集
人
員
＝
若
干
名
▼

勤
務
日
時
＝
水
曜
日
か
ら
日
曜
日
の

一
、
午
前
九
時
〜
午
後
二
時
二
、
午

後
二
時
〜
八
時
▼
賃
金
＝
八
三
〇
円

（
時
給
）
▼
申
込
み
＝
十
月
二
日(

水)

〜
二
十
七
日(
日)

に
、
指
定
の
申
込
み

用
紙
（
十
月
二
日(
水)

か
ら
温
水
プ
ー

ル
で
配
付
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
温
水
プ
ー
ル
ま
で
（
休
館
日
は

除
く
）
▼
問
合
せ
＝
サ
ン
エ
ス
温
水

プ
ー
ル
（
(84)
２
６
２
７
）
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泉
南
市
社
会
福
祉
協
議
会

非
常
勤
嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す

診
療
報
酬
明
細
書
の
点
検

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

図
書
館
の
嘱
託
職
員

を
募
集
し
ま
す

非
常
勤
嘱
託
職
員
を

募
集
し
ま
す

サ
ン
エ
ス
温
水
プ
ー
ル

監
視
員
を
募
集
し
ま
す

1980年代、空前
の漫才ブームを巻
き起こした「Ｂ＆
Ｂ、ザ・ぼんち、
大平サブロー」の
皆さんが出演しま
す。
当時を知る人は

もちろん、漫才ブ
ームを経験していない人も必見です。
▼と　き＝11月30日(土)午後５時半開場、
６時開演
▼ところ＝文化ホール（全席自由席）
▼出　演＝Ｂ＆Ｂ、ザ・ぼんち、

大平サブロー
▼入場料＝▽一般／前売り1,500円（当日

2,000円）▽割引／前売り1,000円（当日
1,500円）※割引対象は高校生以下、60歳以
上、障害者及びその介護者です
▼チケットの販売＝文化ホールにて好評発
売中（販売時間は午前９時～午後５時）※
月曜日、祝日は除く
▼問合せ＝文化ホール（(82)７７６７）

泉
南
郵
便
局
・
年
末
年
始

ゆ
う
メ
イ
ト
を
募
集
し
ま
す
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▼
と
き
＝
十
一
月
二
十
日(

水)

午
前
十

時
〜
十
一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ

あ
泉
南
一
階
大
会
議
室
▼
テ
ー
マ
＝

子
育
て
中
の
あ
な
た
へ
パ
ー
ト
６
▼

講
師
＝
一
色
艶
子

い
し
き
つ
や
こ

さ
ん
（
豊
中
市
立

蛍
ヶ
池
人
権
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

の
子
育
て
相
談
員
）
▼
参
加
費
＝
無

料
▼
申
込
み
＝
十
月
十
五
日(

火)

〜
二

十
五
日(

金)

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信

に
住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名
、
一
時

保
育
を
希
望
す
る
方
は
、
子
ど
も
の

名
前
（
ふ
り
が
な
）
と
生
年
月
日
。

返
信
用
に
ご
自
分
の
宛
名
を
記
入
の

上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市

樽
井
一
の
八
の
四
七
・
泉
南
市
子
ど

も
支
援
セ
ン
タ
ー
内
家
庭
児
童
相
談

室
ま
で
▼
そ
の
他
＝
一
時
保
育
は
先

着
五
十
人
（
市
内
在
住
の
方
を
優
先
）

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
家
庭
児
童
相
談

室
（
�
１
５
８
６
）

金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
を
お

招
き
し
、
市
長
と
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
二
十
二
日(

金)

午
前

十
一
時
〜
午
後
一
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ

い
ぴ
あ
泉
南
▼
対
象
＝
泉
南
市
に
住

民
登
録
し
、
今
年
度
中
に
婚
姻
後
五

十
年
を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
▼
申
込

み
＝
十
月
三
十
一
日(

木)

ま
で
に
、
印

鑑
を
ご
持
参
の
上
、
市
役
所
高
齢
障

害
福
祉
課
へ
※
申
込
み
時
に
婚
姻
年

月
日
を
申
し
出
て
い
た
だ
き
ま
す
。

必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝

高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
三
〇
七
）

泉
南
地
域
広
域
行
政
推
進
協
議
会

（
岸
和
田
市
以
南
五
市
三
町
で
構
成
）

で
は
、
泉
南
地
域
の
観
光
資
源
を
再

発
見
し
、
清
掃
活
動
を
通
じ
て
、
環

境
美
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
泉
南
広
域
エ
コ
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
「
貝
塚
・
岸
和
田
ル
ー
ト
」

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
三
十
日(
土)
午
前
九

時
半
集
合
、
午
後
一
時
解
散
予
定

（
雨
天
の
場
合
は
十
二
月
七
日(

土)
に

順
延
）
▼
コ
ー
ス
＝
南
海
二
色
浜
駅

（
ス
タ
ー
ト
）
〜
二
色
の
浜
公
園
（
受

付
）
〜
自
然
遊
学
館
（
環
境
学
習
）

〜
近
木
川
河
口
（
清
掃
活
動
）
〜
願

泉
寺
〜
紀
州
街
道
〜
岸
和
田
城
・
だ

ん
じ
り
会
館
（
解
散
）
約
七
�
▼
参

加
費
＝
無
料
（
入
館
料
は
各
自
負
担
）

▼
定
員
＝
三
〇
〇
人
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
▼
申
込
み
＝
十
月
三
十
一

日(

木)

（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
に

一
、
参
加
者
全
員
の
氏
名
、
年
齢
二
、

代
表
者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号

（
返
信
用
ハ
ガ
キ
に
ご
自
分
の
宛
名
）

を
明
記
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
九

二
（
住
所
不
要
）
泉
南
市
役
所
政
策

推
進
課
内
泉
南
地
域
広
域
行
政
推
進

協
議
会
事
務
局
（E-m

ail:seisaku@
c

ity.sennan.osaka.jp

）
ま
で
▼
問
合

せ
＝
政
策
推
進
課
（
内
線
二
八
七
）

ア
マ
チ
ュ
ア
の
写
真
愛
好
家
の
皆

さ
ん
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
活
動
日
＝
毎
月
第
一
木
曜
日
午
後

六
時
〜
▼
と
こ
ろ
＝
信
達
公
民
館
▼

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
ア
マ
チ

ュ
ア
写
真
愛
好
者
▼
参
加
費
＝
無
料

※
但
し
、
文
化
協
会
未
加
入
者
は
年

額
一
五
〇
〇
円
が
必
要
▼
申
込
み
＝

活
動
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

▼
職
種
＝
事
務
職
員
▼
受
験
資
格
＝

昭
和
四
十
七
年
四
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
、
社
会
福
祉
士
ま
た
は
介
護
福

祉
士
の
資
格
を
有
し
、
障
害
者
等
の

相
談
・
援
助
業
務
の
経
験
が
あ
る
普

通
自
動
車
免
許
証
を
有
す
る
方
（
介

護
福
祉
士
は
社
会
福
祉
主
事
任
用
資

格
を
有
す
る
方
）
▼
採
用
予
定
人

員
＝
一
人
▼
試
験
日
＝
十
一
月
三
日

(

日)

▼
採
用
予
定
年
月
＝
平
成
十
四
年

十
二
月
▼
募
集
要
項
の
配
付
＝
十
月

一
日(

火)

か
ら
泉
南
市
社
会
福
祉
協
議

会
で
配
付
▼
申
込
み
＝
十
月
二
十
一

子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

金
婚
祝
賀
会
を

開
催
し
ま
す

泉
南
市
文
化
協
会
・
写
真

ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し
ま
す

泉
南
広
域
エ
コ
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

貝
塚
・
岸
和
田
ル
ー
ト

あれやこれやの１週間。スタンプラ
リーで豪華賞品が当たる！バトルでゲ
ットだ「ステキな賞品」。
▼市内一斉スタンプラリーキャンペー
ン（11月９日(土)～11月17日(日)）＝ス
タンプ台紙を持って、商工祭のチラシ
を貼っているお店や会社を訪ねるとス
タンプを押してくれます。泉南一周環
で再発見の１週間に！３店分のスタン
プで豪華賞品の当たる抽選券になりま
す。11月17日(日)にスタンプ台紙を持
って文化ホールに大集合！※スタンプ
台紙は11月９日(土)に新聞折り込みし
ます。
▼子供向け映画を上映（11月16日
(土)・文化ホール）＝入場は無料。入場
条件としてペットボトル３個をご持参

ください※詳細は11月９日(土)の新聞
折込みのチラシをご覧ください。
▼泉南市商工祭（11月17日(日)・文化
ホール）＝えんやこらバトル、えんや

こら市、えんやこらＯＮス
テージ、子どもの絵画展、スタンプラ
リー抽選会など、内容いっぱい！当日
は無料配布もあります！何がもらえる

泉
南
市
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
を
募
集
し
ま
す

泉南市商工祭（11月17日(日)・文化ホー
ル）では、次の一、～四、を募集していま
す。
一、市内商工業者コーナーへの出展者＝飲
食、物販、展示等。ブースサイズは約3.6
�×2.7�で、出展料は飲
食、物販は10,000円、展
示は無料。※申込み締切りは10月17日(木)
です。
二、えんやこらバトル参加者＝11月17日
(日)午前11時～12時に本部テント前にて参
加受付をします。参加費は無料。子どもか
ら大人まで気軽に参加できる競技です。

三、えんやこらＯＮステージ出演チーム＝
日頃の練習の成果を発表するチャンス。合
唱、ダンス等の発表会です。幼稚園単位で
も参加できます。※申込みの締切は10月17
日(木)です。

四、ボランティアスタッ
フ募集＝11月16日(土)、

17日(日)のイベントのお手伝いをしていた
だけるボランティアスタッフを募集しま
す。
※一、～四、について、応募多数の場合は
抽選します
▼一、～四、参加申込み・問合せ＝泉南市



(83)
６
９
２
５
）
▼
そ
の
他
＝
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
▼
問
合

せ
＝
地
域
振
興
課
（
内
線
五
五
六
）

総
務
省
で
は
、
十
月
二
十
一
日(

月)

か

ら
二
十
七
日(

日)

ま
で
の
期
間
を
「
行
政

相
談
週
間
」
と
し
、
様
々
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
阪
府
内
に
お
い

て
も
、
近
畿
管
区
行
政
評
価
局
が
主
催

で
大
阪
市
、
東
大
阪
市
、
堺
市
に
お
い

て
次
の
と
お
り
、
一
日
合
同
行
政
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

▼
相
談
所
名
＝
一
、
大
阪
一
日
合
同
行

政
相
談
所
二
、
東
大
阪
一
日
合
同
行
政

相
談
所
三
、
堺
一
日
合
同
行
政
相
談
所

▼
と
き
＝
一
、
十
月
二
十
八
日(

月)

午
前

十
時
〜
午
後
四
時
二
、
十
月
十
七
日(

木)

午
前
十
時
〜
午
後
四
時
三
、
十
一
月
十

一
日(

月)

午
前
十
時
〜
午
後
三
時
▼
と
こ

ろ
＝
一
、
大
丸
百
貨
店
心
斎
橋
店
本
館

七
階
特
設
会
場
二
、
東
大
阪
市
立
市
民

会
館
三
階
大
集
会
室
三
、
タ
カ
シ
マ
ヤ

堺
店
九
階
特
設
会
場
▼
相
談
を
お
受
け

す
る
機
関
＝
一
、
大
阪
法
務
局
、
大
阪

国
税
局
、
大
阪
府
、
大
阪
市
二
、
大
阪

法
務
局
、
大
阪
国
税
局
、
東
大
阪
社
会

保
険
事
務
所
、
東
大
阪
市
三
、
大
阪
法

務
局
、
大
阪
国
税
局
、
堺
東
・
堺
西
社

会
保
険
事
務
所
、
堺
市
▼
そ
の
他
＝
一
、

に
は
谷
川
浩
司

た
に
が
わ
こ
う
じ

さ
ん
（
日
本
将
棋
連
盟

棋
士
九
段
）
を
一
日
所
長
に
お
迎
え
し

ま
す
▼
問
合
せ
＝
地
域
振
興
課
（
内
線

五
八
三
）
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10月24日� 
午後２時～４時 

毎月第１・４金曜日 
午後１時～４時 
毎月第２水曜日 
午後６時～９時 

▼第１金曜日は信 
達公民館▼その他 
は樽井公民館 
（電話予約必要） 

人権啓発課 
�83-0001 
（内線237） 

10月3日、10日、24日� 
午前9：30～12：00 
※申込みは電話で実施日 
前日の9：00～（先着10人） 

市役所・別館 
一階会議室 

樽井公民館 
３階控室 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 

市民体育館 

子ども 
相談室 
�85-1586

市民体育館 
�82-1000

児童相談 

知的障害者相談 

スポーツ相談 

市役所 
児童福祉課 

総合福祉センター内 
子ども支援センター 

児童福祉課 
�83-0001 
（内線242） 

児童福祉課 
�83-0001 
（内線281） 

高齢障害福祉課 
�83-0001 
（内線288） 

母子相談 

毎月第３金曜日 
午後２時～４時 

毎月第３水曜日 
午後１時～４時 

毎月第１日曜日 
午前９時～11時 

社会福祉 
　　協議会 
�82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前９時～正午 

教育相談室 教育相談室 
�83-3755教育相談 

月～金曜日 
午前10時 
～午後４時 

女性相談 

毎月第２木曜日 
午後１時～４時 

毎月第４水曜日 
午後１時～５時 

市役所 
市民相談室 

人権啓発課 
�83-0001 
（内線212） 

人権相談 

市役所・別館 
消費者相談室 

市役所・別館 
地域振興課 

市役所・別館 
一階会議室 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

毎週金曜日 
午後１時30分 
　～２時30分 

毎週月・火・ 
水・金曜日 
午後１時～４時 

毎週月・木曜日 
午前９時 
～午後５時15分 
毎月第１・３ 
木曜日 
午前10時～正午 

毎月第２・４ 
金曜日 
午前10時～正午 

毎週火曜日 
午前９時半～正午 
それ以外は予約制 

保健センター 保健センター 
�82-7615健康相談 

月～金曜日 
執務時間中 

市役所・別館 
地域振興課 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

総合福祉 
　センター 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
�83-0001 
（内線583） 

市役所 
市民相談室 

課税課 
�83-0001 
（内線352） 

求人案内 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎月第２、４水曜・ 
　　　　　西森医師 
時間は午後１時半～３時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
�85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

障害者雇用相談 

市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
� 
82－4111

※各種相談は無料となっています。また、秘密は厳守され 
　ますのでご安心ください。 

一
日
合
同
行
政
相
談
所
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

シリーズ：あいぴあ泉南�シリーズ：あいぴあ泉南�
あいぴあ水泳教室を開催あいぴあ水泳教室を開催
今年も８月に障害者

の方達を対象に、サン
エス温水プールで水泳
教室を開催しました。
身体、知的、視覚障

害と障害の種類や程度
はみなさんそれぞれで
すが、11名の参加者が
あり、楽しくマイペー
スで水に親しむことが
できました。
泉南市体育指導員協

議会の指導員の
みなさんにご協
力いただき、一
緒に泳ぎなが
ら、泳ぎのコツ
をアドバイスし
てもらい、「去
年は水に顔をつ

けることができなかっ
た人も、今回はできる
ようになり上達してい
る」とのお褒めの言葉
もいただきました。
この水泳教室がきっ

かけとなり、障害者ス
ポーツの輪が広がって
いけばと思います。
▼問合せ＝あいぴあ泉
南（(85 )０７０７・
fax(85)０９０９）

一
、
老
人
医
療
制
度
＝
六
十
五
歳
以
上

の
方
（
老
人
保
健
受
給
者
を
除
く
）
で
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
及
び
特
定
疾

患
の
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
を
対
象

に
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

※
昭
和
九
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
は
、
所
得
制
限
額
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

二
、
一
部
負
担
金
助
成
制
度
＝
六
十
五

歳
以
上
の
方
で
▽
身
体
障
害
者
手
帳
一
、

二
級
▽
療
育
手
帳
の
重
度
判
定
を
受
け

た
方
▽
特
定
疾
患
者
▽
結
核
予
防
法
、

精
神
保
健
法
の
適
用
を
受
け
る
方
は
申

請
し
て
い
た
だ
く
と
医
療
費
の
一
部
負

担
金
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

三
、
障
害
者
医
療
制
度
＝
▽
身
体
障
害

者
手
帳
一
、
二
級
、
療
育
手
帳
の
重
度

判
定
を
受
け
た
方
▽
療
育
手
帳
の
中
度

判
定
を
受
け
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
所

持
す
る
方
。

四
、
母
子
医
療
制
度
＝
母
子
家
庭
の
母

と
年
度
末
ま
で
満
十
八
歳
未
満
の
子

一
、
〜
四
、
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
証
を
持
参
の

上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
但
し
、
家

族
療
養
附
加
制
度
の
あ
る
社
会
保
険
等

の
被
保
険
者
の
方
や
、
各
助
成
制
度
の

所
得
制
限
を
超
え
る
方
は
助
成
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
＝
生
活
福
祉
課
（
三
一
〇
）

自
営
業
や
農
業
等
の
第
一
号
被
保
険

者
の
方
は
、
毎
月
の
保
険
料
を
納
期
限

ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
被
保
険
者
期
間
中
に
「
つ

い
う
っ
か
り
」
の
未
納
期
間
が
あ
り
ま

す
と
、
万
一
の
事
故
の
時
に
障
害
基
礎

年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
等
が
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
納
期

限
か
ら
二
年
を
過
ぎ
る
と
納
め
た
く
て

も
納
め
ら
れ
ず
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
ら
れ
な
い
事
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
事
が
な
い
よ
う
保
険
料

は
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
、
未
納
期

間
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に
し
て
、
年
金

の
受
給
権
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
年
金
手
帳
を
お
持
ち
の
皆
さ
ま
へ
＝

年
金
手
帳
は
大
切
に
保
管
し
、
就
職
し

た
時
等
は
必
ず
、
年
金
手
帳
を
事
業
所

に
提
示
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
二
五

五
）賃

金
の
不
払
い
、
突
然
の
解
雇
、
労

働
保
険
に
加
入
し
て
く
れ
な
い
‥
。
働

く
こ
と
、
職
場
で
の
悩
み
や
ト
ラ
ブ
ル
、

年
金
な
ど
に
つ
い
て
専
門
の
相
談
員
が

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
月
二
十
九
日(

火)

午
後
一
時

〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
三

階
研
修
室
▼
相
談
方
法
＝
電
話
及
び
面

談
に
よ
る
相
談
▼
相
談
専
用
電
話
＝
(85)

０
７
０
７
（
内
線
二
三
一
四
・
二
三
一

五
）
▼
費
用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
▼
問
合
せ
＝
地
域
振

興
課
（
内
線
五
八
三
）

十
月
二
十
一
日(

月)

か
ら
二
十
七
日

(

日)

は
秋
の
行
政
相
談
週
間
で
す
。
泉
南

市
で
も
次
の
と
お
り
、
特
設
行
政
相
談

室
を
開
設
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
行
政
相
談
は
、
総
務
省

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員
が
、
行

政
の
仕
事
に
関
し
て
要
望
や
苦
情
、
相

談
を
受
け
、
行
政
評
価
局
等
と
連
絡
を

と
り
な
が
ら
問
題
の
解
決
に
あ
た
り
、

皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
役
立
て
る
も
の

で
す
。

▼
と
き
＝
十
月
二
十
四
日(

木)

午
後
二
時

〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
三
階

控
室
▼
費
用
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
事
前

申
込
み
は
不
要
▼
泉
南
市
の
行
政
相
談

員
＝
▽
松
本
啓
子

ま
つ
も
と
け
い
こ

さ
ん
（
新
家
三
三
七

九
の
一
一
九
・
(82)
０
８
７
７
）
▽

金
田
辰
之

か
な
た
た
つ
ゆ
き

さ
ん
（
男
里
四
の
五
の
四
・

12

nformati
i

on
国
民
年
金
の
保
険
料
は

納
め
ま
し
た
か

泉
南
労
働
な
ん
で
も
相
談

を
開
催
し
ま
す

各
種
医
療
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

秋
の
行
政
相
談
週
間

特
設
行
政
相
談
室

市役所　�83-0001 
清掃課　�83-5875 
あいぴあ泉南 
　　　　�85-0707 
消防本部　　　　 
　　　　�85-0119 
樽井公民館 
　　　　�83-4361



み
か
け
た
ら
＝
▽
素
手
で
さ
わ
ら
な
い
▽

ス
プ
レ
ー
式
殺
虫
剤
を
噴
霧
す
る
か
、
注

意
し
て
踏
み
つ
ぶ
す
▼
か
ま
れ
た
ら
＝
▽

か
ま
れ
た
と
こ
ろ
を
水
で
よ
く
洗
い
、
医

療
機
関
に
相
談
す
る
▼
生
息
場
所
＝
▽
排

水
溝
の
側
面
や
フ
タ
の
裏
側
▽
花
壇
の
ま

わ
り
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
く
ぼ
み
や
穴
、
プ
ラ

ン
タ
ー
と
壁
の
す
き
間
▽
エ
ア
コ
ン
の
室

外
機
の
裏
な
ど
▼
清
掃
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
＝
生
息
し
そ
う
な
場
所
は
日
頃
か
ら
注

意
し
、
ク
モ
の
巣
が
あ
れ
ば
取
り
除
く
よ

う
、
整
理
・
整
頓
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
▽
泉
佐
野
府
民
健
康
プ
ラ
ザ

（
(62)
７
７
０
１
）
▽
尾
崎
府
民
健
康
プ
ラ

ザ
（
(71)
６
０
０
１
）

泉
南
警
察
署
で
は
、
十
月
十
一
日(

金)

〜
二
十
日(

日)

の
期
間
、
全
国
地
域
安
全

運
動
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
警

察
と
地
域
住
民
の
方
々
が
協
力
し
て
、
犯

罪
や
事
故
、
災
害
の
な
い
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

て
、全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

運
動
期
間
中
は
▽
ひ

っ
た
く
り
事
件
の
撲
滅

▽
空
き
巣
、
忍
び
込
み

等
侵
入
盗
の
防
止
▽
自

転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
盗

の
防
止
▽
青
少
年
の
非

行
防
止
等
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
身
近
な

犯
罪
を
抑
止
す
る
た
め
の
活
動
を
、
防
犯

委
員
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
推
進
し
ま

す
。
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
各
種
情

報
提
供
等
に
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署
生
活
安
全
課

（
(71)
１
２
３
４
）

児
童
福
祉
法
が
改
正
さ
れ
（
平
成
十
四

年
十
月
一
日
施
行
）、
認
可
外
保
育
施
設

の
事
業
者
に
届
出
等
が
義
務
づ
け
ら
れ
る

ほ
か
、
大
阪
府
に
よ
る
情
報
提
供
等
が
開

始
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
施
設
＝
乳
幼
児
を
六
人
以
上
保
育

し
て
い
る
施
設
▼
届
出
除
外
施
設
＝
一
、

以
下
に
該
当
し
な
い
施
設
で
、
乳
幼
児
が

五
人
以
下
の
施
設
二
、
▽
事
業
所
内
保
育

施
設
▽
店
舗
等
に
お
い
て
顧
客
の
乳
幼
児

を
対
象
に
し
た
一
時
預
か
り
施
設
▽
親
族

間
の
預
か
り
合
い
で
従
業
員
、
顧
客
、
親

族
以
外
の
乳
幼
児
が
五
人
以
下
の
施
設
▼

届
出
期
限
＝
一
、
既
に
認
可
外
保
育
施
設

を
運
営
し
て
い
る
事
業
者
は
、
平
成
十
四

年
十
月
三
十
一
日
ま
で
二
、
今
後
新
た
に

施
設
を
設
置
す
る
場
合
は
、
事
業
開
始
日

か
ら
一
ヶ
月
以
内
▼
そ
の
他
＝
▽
届
出
を

怠
っ
た
場
合
や
虚
偽
の
届
出
を
行
っ
た
場

合
は
五
十
万
円
以
下
の
過
料
が
科
せ
ら
れ

ま
す
▽
大
阪
府
が
行
う
指
導
監
督
（
報
告

徴
収
、
立
入
検
査
）
は
、
す
べ
て
の
施
設

が
対
象
で
す
▼
問
合
せ
＝
大
阪
府
健
康
福

祉
部
児
童
家
庭
室
施
設
課
施
設
管
理
グ
ル

ー
プ
（
０
６
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
）

樽
井
公
民
館
で
は
、
宝
く
じ
助
成
事
業

と
し
て
、
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
野
外

活
動
備
品
一
式
の
助
成
金
を
受
け
、
生
活

用
品
（
テ
ン
ト
類
）、
調
理
用
品
（
バ
ー

ナ
ー
等
）、
収
納
用
品
（
コ
ン
テ
ナ
等
）、

自
然
観
察
用
品
（
双
眼
鏡
等
）、
連
絡
用

品
（
無
線
類
）
を
購
入
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
備
品
を
用
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
▼
問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館
（
(83)
４
３

６
１
）

泉
南
市
祭
礼
パ
レ
ー
ド
及
び
市
内
各
地
区

の
祭
礼
（
秋
祭
り
）
開
催
に
伴
う
交
通
規
制

等
に
よ
り
、
泉
南
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

（
愛
称
・
さ
わ
や
か
バ
ス
）
の
運
行
方
法
を
次

の
と
お
り
一
部
変
更
・
休
止
い
た
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

一
、
一
部
変
更
▼
と
き
＝
十
月
六
日(

日)

午
後

〇
時
半
〜
午
後
四
時
半
▼
変
更
内
容
＝
泉
南

市
役
所
周
辺
を
迂
回
運
行
し
ま
す
二
、
運
行

休
止
▼
と
き
＝
十
月
十
二
日(

土)

、
十
月
十
三

日(

日)

両
日
と
も
終
日
▼
変
更
内
容
＝
終
日
運

行
を
休
止
し
ま
す
▼
問
合
せ
＝
▽
南
海
ウ
イ

ン
グ
バ
ス
南
部(

株)

（(67)

０
６
０
１
）
▽
環

境
整
備
課
（
内
線
三
四
八
）

15

秋
の
全
国
地
域
安
全
運
動

を
実
施
し
ま
す

認
可
外
保
育
施
設
の
届
出

制
度
等
が
開
始
さ
れ
ま
す

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

を
活
用
し
ま
し
た

さ
わ
や
か
バ
ス
一
部
運
行

変
更
・
休
止
の
お
知
ら
せ

※幼児の入場は、水着を着用された保護者の方の同伴が必要です。  
　保護者同伴の場合でも、保護者１人につき幼児２人に制限します。  
※気象警報が発令された時は、臨時休館になる場合があります。

□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前９：15～午後７：00） 
※利用料金 
▽大　人＝500円 
▽高校生＝300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者＝250円

※体育館をご利用いただく場合は 
　必ず、上ぐつをご持参ください

※開館時間＝午前9時～午後10時 
　（行事によって早く閉館する場合があります）
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12

高
齢
者
の
方
々
の
長
寿
を
祝
福
し
、
福

祉
の
増
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
敬
老

祝
金
を
支
給
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
継

続
し
て
泉
南
市
に
居
住
し
、
九
月
十
五
日

現
在
次
の
一
、
〜
四
、
の
満
年
齢
の
方
▼

対
象
年
齢
・
祝
金
額
＝
一
、
明
治
三
十
五

年
九
月
十
六
日
〜
明
治
三
十
六
年
九
月
十

五
日
（
満
九
十
九
歳
）
・
一
八
〇
〇
〇
円

二
、
大
正
二
年
九
月
十
六
日
〜
大
正
三
年

九
月
十
五
日
（
八
十
八
歳
）
・
一
二
〇
〇

〇
円
三
、
大
正
十
三
年
九
月
十
六
日
〜
大

正
十
四
年
九
月
十
五
日
（
七
十
七
歳
）
・

一
〇
〇
〇
〇
円
四
、
昭
和
六
年
九
月
十
六

日
〜
昭
和
七
年
九
月
十
五
日
（
七
十

歳
）
・
七
〇
〇
〇
円
▼
そ
の
他
＝
対
象
者

の
方
に
は
十
月
中
旬
に
ハ
ガ
キ
で
通
知
し

ま
す
▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内

線
三
〇
七
）

重
度
障
害
に
よ
り
、
常
時
介
護
を
必
要

と
す
る
十
八
歳
以
上
の
在
宅
重
度
身
体
障

害
者
を
介
護
し
て
い
る
方
に
激
励
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
に
六
ヶ
月
以
上
居
住
し
、

生
計
を
同
じ
く
す
る
重
度
身
体
障
害
者
の

食
事
、
入
浴
、
排
泄
な
ど
の
介
護
を
常
時

行
っ
て
い
る
方
▼
支
給
額
＝
三
〇
〇
〇
〇

円
（
年
額
）
▼
そ
の
他
＝
施
設
に
通
所
し

て
い
る
方
、
介
護
保
険
給
付
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
は
除
く
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
高

齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
三
〇
九
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
泉
佐
野
に
は
、
現
在
八

〇
〇
〇
人
の
方
々
の
求
職
申
込
み
が
あ

り
、
そ
の
多
く
の
方
が
地
元
企
業
へ
の
就

職
を
希
望
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
元
企
業
の

事
業
主
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

大
変
厳
し
い
経
営
環
境
と
は
存
じ
ま
す

が
、
従
業
員
を
募
集
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
泉
佐
野
を
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、

ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
担
当
者
を
派

遣
い
た
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
▼
問
合
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
泉
佐

野
事
業
所
サ
ー
ビ
ス
部
門
（
(63)
０
５
６

５
・
fax
(58)
６
１
６
０
）

十
月
か
ら
次
の
と
お
り
、
新
し
い
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
（
関
空
山
の
手
台
）
の
試
行
巡

回
を
は
じ
め
ま
す
。

▼
と
き
＝
毎
月
第
一
・
三
金
曜
日
の
午
後

二
時
〜
二
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
関
空
山
の
手

台
公
園
（
岡
中
区
）

ま
た
、
鳴
滝
第
二
小
学
校
、
楠
台
一
号

公
園
の
巡
回
時
間
（
下
に
掲
載
の
巡
回
日

程
カ
レ
ン
ダ
ー
を
参
照
）
が
変
更
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
幡
代
老
人
集
会
場
の
巡
回
は
、

し
ば
ら
く
休
止
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
（
(82)
７
７
６
６
）

▼
経
営
革
新
支
援
法
＝
中
小
企
業
の
経
営

革
新
（
▽
新
商
品
の
開
発
▽
生
産
や
新
サ

ー
ビ
ス
の
開
発
・
提
供
▽
新
た
な
生
産
方

式
の
導
入
な
ど
の
新
た
な
取
り
組
み
）
を

支
援
し
ま
す
▼
支
援
内
容
＝
経
営
革
新
計

画
の
承
認
を
受
け
た
中
小
企
業
は
、
低
利

融
資
制
度
、
税
制
の
特
例
、
雇
用
面
で
の

支
援
な
ど
、
各
種
支
援
策
が
活
用
で
き
ま

す
▼
問
合
せ
＝
▽
泉
南
地
域
中
小
企
業
支

援
セ
ン
タ
ー
（
�
３
９
８
１
）
▽
大
阪
府

商
工
労
働
部
商
工
振
興
室
経
営
支
援
課

（
０
６
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
）

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
、
臨
海
部
を
中
心

に
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
内
陸

部
で
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
性
格
は
お

と
な
し
く
攻
撃
性
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
毒

を
も
っ
て
お
り
、
か
ま
れ
る
と
大
事
に
い

た
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
ク
モ
の
特
徴
＝
▽
大
き
さ
は
約
一
�
で

全
体
に
黒
く
背
中
に
赤
い
帯
状
の
模
様
▼
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※印ステーションの時間を変更しています

□‥開館日（午前10時～午後5時） 
●‥休館日鳴滝第２小学校

楠台１号公園
金　熊　寺

ステーション名 時間

ファミール南大阪
関空山の手台
砂川集会所前
青少年センター前

サンハイツ和泉砂川
一丘団地

八幡山自治会館
浜老人集会場
西信達公民館

巡回日
10月 11月

ステーション名 時間
巡回日

10月 11月
水
水
木
木
金
金
水

2：00～ 
2：45※

2：00～ 
2：30

2：00～ 
2：30※

2：00～ 
2：30

3：15～ 
4：00※

3：00～ 
4：00

水
木
木
金
金

3：00～ 
4：00

3：15～ 
4：00

3：15～ 
4：00

2：00～ 
2：45

2：00～ 
3：00

3：00～ 
4：00

2日16日
2日16日
3日17日
3日17日
4日18日

9日23日
10日24日
10日24日
11日25日
11日25日

4日18日
9日23日

6日20日
6日20日
7日21日
7日21日
1日15日
1日15日
13日27日

13日27日
14日28日
14日28日
8日22日
8日22日

1

1

6

6

7

7

8

8

9

9

2

2

3

3

4

4

5

5

10

13 14 15 16

20

27 28 29 30 31

21 22 23 24 25 26

17 18 19

11 12

重
度
身
体
障
害
者
介
護
者

激
励
金
を
支
給
し
ま
す

高
齢
者
の
方
に
敬
老
祝
金

を
支
給
し
ま
す

か
し
の
き
号
か
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
求
人

情
報
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

や
る
気
の
あ
る
企
業
を
応
援

中
小
企
業
経
営
革
新
支
援
法



や
印
鑑
証
明
書
等
の
交
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
但
し
、
利
用
す
る
に

は
、
事
前
に
本
人
が
暗
証
番
号
を
届
け
、

請
求
者
識
別
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
す
で
に
印
鑑
登
録

を
し
て
い
る
方
は
、
印
鑑
登
録
証
カ
ー

ド
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

官
公
署
発
行
の
写
真
の
貼
付
さ
れ
た
証

明
書
（
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
等
）
が

あ
る
場
合
も
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
で
き
る
時
間
＝
一
月
五
日
〜
十

二
月
二
十
九
日
の
平
日
（
午
前
八
時
〜

午
後
七
時
）、
土
日
祝
日
（
午
前
九
時
〜

午
後
五
時
）
但
し
、
毎
月
第
三
木
曜
日

は
保
守
点
検
の
た
め
午
後
三
時
ま
で
▼

受
付
・
問
合
せ
＝
市
民
課
（
内
線
二
五

八
）

泉
南
市
で
は
児
童
生
徒
の
進
路
選
択

支
援
事
業
と
し
て
、
各
種
奨
学
金
制
度

に
つ
い
て
の
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま

す
。
奨
学
金
に
は
、
日
本
育
英
会
・
大

阪
府
育
英
会
・
生
活
福
祉
資
金
・
母
子

寡
婦
福
祉
資
金
な
ど
様
々
な
制
度
が
あ

り
ま
す
。

奨
学
金
に
つ
い
て
、
お
知
り
に
な
り

た
い
こ
と
や
質
問
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
▽
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
（
(83)
６
４
４
７
）
▽
学
務
課
（
内
線

三
五
七
）
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奨
学
金
制
度
に
関
す
る

相
談
窓
口
が
で
き
ま
し
た

関空～ドバイ直行便が新

規就航します

10月１日から、関西国

際空港からアラブ首長国

連邦の首都・ドバイへの

直行便が週４便（月、火、

木、土）就航します。関

空からドバイまでは約９

時間のフライトで、「ア

ラビアの真珠」と呼ばれ

るドバイでは、リゾート、

グルメ、ショッピングや

砂漠ツアーを体験するこ

とができます。

※写真展を開催します

一、関空から行った海外

旅行の思い出フォトコン

テスト写真展

▼と　き＝10月17日(木)

まで開催しています

▼ところ＝ターミナル２

階北側ロビー

▼入場料＝無料

二、平和だった頃のアフ

ガニスタン写真展

▼と　き＝10月18日(金)

～11月22日(金)

▼ところ＝ターミナル２

階北側ロビー、エアロプ

ラザ２階

▼入場料＝無料

▼問合せ＝関西国際空港

株式会社広報課（(55)２

２０１）

シリーズ：関西国際空港情報NO.29

樽井小学校は、１２９年に及ぶ長い歴史と伝統のある小

学校です。現在、３９人の教職員と２８学級９１１人の児

童が通うマンモス校で、「学校はこどもたちが主人公、こど

もたちの瞳輝く、明るく楽しい学校づくり」を合い言葉に、

学校と家庭、地域が一体となった学校づくりを進めていま

す。終日、運動場は明るい元気のいいこどもたちの歓声に

包まれていますが、悩みは教室が不足気味になってきてい

ることと、狭い運動場。「こどもたちに、広い運動場でのび

のびと運動させてあげたい！」というのが、みんなの願い

です。

新教育課程の下で、総合学習が本格的に実施されるのに

伴い、より密接に地域と連携を深め、様々なご支援・ご協

力をいただきながら、地域に深く根ざした教育活動を展開

しています。

▼交通安全パレード＝９月下旬、交通安全を願って、泉南

警察署のパトカーに先導され、鼓笛隊を先頭に６年生のこ

どもたちが、地域の方々やＰＴＡの方々と一緒に校区内を

パレードし、交通安全を呼びかけています。

▼あいさつ運動＝毎週月曜日、正門と西門で地域の方々や、

更生保護婦人会の方々があいさつ運動をしてくれています。

元気よく、気持

ちのいいあいさ

つを交わして、

こどもたちの一

日がはじまりま

す。

▼読書運動＝地

域の「朗読の会」

の皆さんが、低

学年の各クラス

で絵本を朗読してくれています。こどもたちは「次はどん

なおはなしかな？」と毎回楽しみにしています。

▼チビッコフェスティバル＝夏休みの後半、ＰＴＡが主催

し、チビッコフェスタを開催します。金魚すくいや様々な

模擬店はこどもたちでいっぱい（写真）です。

▼地域の名人に学ぶ＝総合学習の中で、「地域の名人」にご

登場いただき、ゲストティーチャーとしてご活躍いただい

ています。４年生が雅楽について勉強するため、ちぬ神社

で雅楽の演奏を聴かせてもらいとても感動しました。

▼問合せ＝指導課（内線２７７）

こどもたちの瞳かがやく学校をめざして 
樽井小学校 

泉
南
市
で
は
新
生
児
（
一
歳
未
満
児
）

を
対
象
に
、
乳
児
用
シ
ー
ト
の
無
料
貸

し
出
し
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
泉
南
市
内
在
住
の
方
で
、
車

を
所
有
し
、
運
転
免
許
を
受
け
て
い
る

一
歳
未
満
の
乳
児
を
乗
車
さ
せ
て
運
転

す
る
必
要
が
あ
る
方
▼
貸
出
期
間
＝
一

ヶ
月
間
▼
費
用
＝
無
料
（
但
し
、
洗
浄

代
等
が
必
要
な
場
合
あ
り
）
▼
申
込

み
＝
環
境
整
備
課
（
市
役
所
別
館
一
階
）

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
▼
申
請
に
必

要
な
も
の
＝
印
鑑
、
運
転
免
許
証
（
コ

ピ
ー
可
）、
車
の
ナ
ン
バ
ー
（
自
動
車
検

査
証
に
よ
り
確
認
が
必
要
）
▼
そ
の

他
＝
貸
し
出
し
の
可
否
は
先
着
順
で
、

内
容
を
審
査
の
上
決
定
し
ま
す
※
貸
出

数
に
限
り
あ
り
▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備

課
（
内
線
三
四
八
）

十
月
十
四
日(

月)

の
祝
日
に
伴
い
、
可

燃
ご
み
の
収
集
日
を
一
部
変
更
し
ま
す
。

※
祝
日
の
あ
る
月
は
、
可
燃
ご
み
の
収

集
日
を
振
り
替
え
て
行
い
ま
す
。
収
集

日
程
カ
レ
ン
ダ
ー
を
必
ず
確
認
し
、
収

集
日
当
日
の
午
前
九
時
ま
で
に
決
め
ら

れ
た
場
所
に
、
分
別
し
て
か
ら
出
す
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
（
(83)
５
８
７
５
）

利
用
方
法
は
、
各
郵
便
局
の
営
業
時

間
内
に
、
備
え
付
け
の
請
求
用
紙
と
返

信
用
封
筒
を
利
用
し
、
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
切
手
を
貼
付
、
手
数
料
分
の

定
額
小
為
替
を
同
封
（
現
金
書
留
も
可
）

し
、
市
役
所
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

取
り
扱
い
業
務
と
手
数
料
（
一
通
当

た
り
）
は
、
▼
住
民
票
の
写
し
＝
二
〇

〇
円
▼
戸
籍
謄
・
抄
本
＝
四
五
〇
円
▼

除
籍
謄
・
抄
本
＝
七
五
〇
円
▼
原
戸
籍

謄
・
抄
本
＝
七
五
〇
円
▼
私
的
年
金
現

況
届
＝
一
〇
〇
円
▼
公
的
年
金
現
況

届
＝
無
料

請
求
の
で
き
る
人
は
、
原
則
と
し
て

本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
（
同
一
戸
籍
）

内
の
人
で
す
。

▼
問
合
せ
＝
市
民
課
（
内
線
二
五
八
）

市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー
に
あ
る
自
動
交

付
機
を
利
用
す
る
と
、
市
役
所
の
執
務

時
間
以
外
の
休
日
で
も
住
民
票
の
写
し
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可
燃
ご
み
の
収
集
日
を

一
部
変
更
し
ま
す

住
民
票
等
は
郵
便
で
も

請
求
で
き
ま
す

休
日
で
も
住
民
票
等
を

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

乳
児
用
シ
ー
ト
を

貸
し
出
し
ま
す

収
集
地
域 

月
・
木
曜
日 

10
月
14
日
月
曜
日 

10
月
15
日
火
曜
日 

火
・
金
曜
日 

10
月
15
日
火
曜
日 

10
月
16
日
水
曜
日 

収
集
が
休
み
の
日 

振
替
え
収
集
日 

老人医療老人医療（（大阪府制度大阪府制度））の一部が変わりますの一部が変わります
▼医療機関での一部負担金が所得に応じて異なります
お医者さんにかかった時に、自分で支払う費用（一

部負担金）は、かかった費用の１割です。しかし、一
定額以上所得がある方は２割負担となります。

▼一部負担金の限度額が変わります
外来の月額上限制及び診療所における定額負担制は

廃止されました。

※入院は同一月に同一医療機関での負担額が、所得に
よりそれぞれの限度額が設定されています。

※低所得者の各区分の適用は、市民税非課税世帯に属
し、所定の認定を受けていることが必要です。
▼高額療養費が支給されます
同じ月内に支払った自己負担金が、下の表の限度額

を超えた場合、超えた分が申請により支給されます。

※低所得者�＝その属する世帯の世帯主及び世帯全員
が住民税非課税である方にあたります。
※低所得者�＝その属する世帯の世帯主及び世帯全員
が住民税非課税であって、その世帯の所得が一定基準
以下の世帯に属する方にあたります。
▼問合せ＝生活福祉課（内線３１０）

一　　　　　般 

一定以上所得者 

１　　割 

２　　割 区　分 

一　般 

低所得者 
※参　照 

一定以上 
所 得 者  

外来（個人ごと） 

� 

� 

40,200円 

12,000円 40,200円 

72,300円＋�（総医療費－361,500円）×１％� 
※12カ月間に４回以上高額療養費の支給を 
受ける場合、４回目以降は40,200円 

24,600円 

15,000円 
8,000円 

自己負担限度額 
（外来＋入院） 

外　　　来 

入　　　院 

１割（一定以上所得者は２割） 

２割（一定以上所得者は２割） 

入院時 
限度額 

一定以上所得者 
　72,300円＋�（総医療費－361,500円）×１％� 
一　　　般＝40,200円 
※低所得者�＝24,600円 
※低所得者�＝15,000円 



わ
た
り
熱
唱
い
た
だ
き
ま
し
た
。

沖
縄
戦
後
の
収
容
所
で
つ
く
ら
れ
た

島
唄
の
歌
詞
に
込
め
ら
れ
た
�
や
る
せ

な
さ
�
。
自
ら
の
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
で
の

体
験
か
ら
、
ま
た
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
と

の
出
会
い
か
ら
「
シ
ャ
ロ
ー
ム
・
サ
ラ

ー
ム
」
と
い
う
曲
を
通
し
て
�
心
の
中

に
平
和
の
花
を
咲
か
そ
う
�
と
私
た
ち

へ
の
語
り
か
け
。
沖
縄
の
こ
こ
ろ
か
ら

世
界
平
和
の
願
い
へ
、
そ

し
て
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
心
の
持
ち
方
を
考
え

さ
せ
て
く
れ
る
ラ
イ
ブ
と

な
り
ま
し
た
。

会
場
内
の
写
真
パ
ネ
ル

は
、
沖
縄
県
読
谷
村
（
よ
み
た
ん
そ
ん
）

の
ご
好
意
に
よ
り
、
主
に
琉
球
新
報
の

カ
メ
ラ
マ
ン
・
国
吉
和
夫

く
に
よ
し
か
ず
お

さ
ん
の
撮
影

さ
れ
た
も
の
を
、
お
借
り
し
た
も
の
で

す
。
そ
こ
に
は
、
ふ
だ
ん
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
ア
メ
リ
カ
軍
の
基
地
内
の
様

子
だ
け
で
は
な
く
、
沖
縄
の
人
々
の
日

常
生
活
と
隣
り
合
わ
せ
で
、
ア
メ
リ
カ

軍
の
基
地
が
存
在
し
、
演
習
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
如
実
に
語
り
か
け
て
く

る
も
の
で
し
た
。

朗
読
と
写
真
が
一
体
と
な
り
、
島
唄

と
写
真
が
語
り
か
け
て
く
る
「
沖
縄
の

こ
こ
ろ
」
を
通
し
て
、
熱
い
感
動
だ
け

で
は
な
く
、
平
和
の
尊
さ
を
見
つ
め
直

し
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
何
が
で
き

る
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▼
問
合
せ
＝
人
権
啓
発
課
（
内
線
二
一

二
）
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日々の忙しさにまぎれて、ふと気がつくと自分を見

失っていることはありませんか？子どもの言葉にイラ

イラしたり、職場の人間関係に疲れて、本当は自分が

どうしたいのか、どう生きたいのか、わからなくなる

ことはありませんか？

家族の問題、社会的な問題、教育問題、環境問題な

どを、だれにとってもわかりやすく考えられる小説の

形で表現を続けている、作家の落合恵子さんをお招き

して、それぞれが、それぞれの「色」に輝いて、自分

を生きるってどういうことなのか。どうすれば自分ら

しく生きられるのか、一緒に考えてみましょう。

▼と　き＝11月９日(土)午後１時半開演

▼ところ＝あいぴあ泉南・１階大会議室

▼オープニング＝アンサンブル・ドゥ・フォンテーヌ

によるピアノ二重奏

▼講　演＝『自分を生きる』～それぞれが、それぞれ

の「色」に輝いて～

▼講　師＝落合恵子
おちあいけいこ

さん（作家）

▼落合恵子さんのプロ

フィール＝日本で初め

て、女性の側から性暴

力 を 告 発 し た 小 説

「ザ・レイプ」を発表。

また、子どもの本の専

門店「クレヨンハウ

ス」、女性の本の専門

店「ミズ・クレヨンハ

ウス」を主宰。

▼入場料＝無料

▼申込み＝事前申込は不要です

▼その他＝▽手話通訳あります

▽一時保育あります。但し、１歳以上から就学前の幼

児に限ります。一時保育を希望する方は、10月31日

(木)までにお電話で人権啓発課（(83)０００１・内線

237）へ（※定員は10人で多数の場合は抽選します）。

▼問合せ＝人権啓発課（内線237）

今
か
ら
思
え
ば
、
も
う
少
し
で
終
戦
に
な

る
と
い
う
、
暑
い
日
盛
り
だ
っ
た
。

学
徒
動
員
の
工
場
に
、
Ｂ
・
２
９
が
落
と

し
た
爆
弾
が
数
発
。
君
の
身
体
は
二
つ
に
裂

か
れ
た
。
僕
は
君
の
下
半
身
を
、
Ｙ
君
は
上

半
身
を
担
架
に
乗
せ
て
運
ん
だ
。
涙
で
前
が

見
え
な
か
っ
た
。

そ
の
少
し
前
、
君
は
僕
に
囁
い
た
「
ち
ょ

っ
と
彼
女
の
所
へ
行
っ
て
く
る
」
そ
の
彼
女

と
共
に
被
弾
し
た
。

今
の
若
者
は
戦
争
は
知
ら
な
い
。
爆
弾
で

死
ぬ
こ
と
も
な
い
。

天
国
で
の
君
は
、
い
ま
彼
女
と
共
に
幸
せ

に
暮
ら
し
て
い
る
か
い
。

白
髪
の
老
人
と
な
っ
た
学
友
よ
り

軍
需
工
場
で
戦
死
し
た
学
友
へ

最
優
秀
賞
　
永
野
七
郎
さ
ん
の
作
品
よ
り

�
ｋ
ｏ
ｔ
ｏ
ｂ
ｕ
ｋ
ｉ
に
よ
る
ラ
イ
ブ

自分を生きる‥～それぞれが自分を生きる‥～それぞれが、、それぞれそれぞれのの「「色色」」に輝いてに輝いて
ステップフォーラム２００２

落合恵子さん

去
る
八
月
十
八
日(
日)
に
あ
い
ぴ
あ
泉

南
（
泉
南
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
に

お
い
て
、「
非
核
平
和
の
集
い
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
小
雨
ま
じ
り
の

天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
〇
〇
人
を

超
す
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
朗
読

や
写
真
、
音
楽
な
ど
を
通
じ
て
、
平
和

へ
の
思
い
や
平
和
の
大
切
さ
を
考
え
る

ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
非
核
平
和
の
集
い
で
は
、
テ

ー
マ
を
「
沖
縄
の
こ
こ
ろ
が
見
え
ま
す

か
」
と
し
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
泉

南
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
く
す
の
木
」

の
皆
さ
ん
に
沖
縄
戦
を
題
材
に
し
た

「
沖
縄
　
島
の
声
　
ヌ
チ
ド
ゥ
タ
カ
ラ

（
い
の
ち
こ
そ
宝
）」
を
熱
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
く
す
の
木
の
皆
さ
ん
の
熱
演

ぶ
り
に
、
会
場
に
展
示
さ
れ
て
い
た
沖

縄
戦
の
写
真
と
が
重
な
り
合
っ
て
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
も
大
い
に
感
動

さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
後
、
今
年
度
の
「
愛
と
平

和
の
一
筆
啓
上
」
の
最
優
秀
賞
を

受
賞
さ
れ
た
、
永
野
七
郎

な
が
の
し
ち
ろ
う

さ
ん

（
信
達
市
場
在
住
）
に
、
向
井
通
彦

泉
南
市
長
か
ら
賞
状
と
記
念
品
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

集
い
の
最
後
は
、
寿
『
ｋ
ｏ
ｔ

ｏ
ｂ
ｕ
ｋ
ｉ
』
の
お
二
人
に
よ
る

ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ラ
イ

ブ
で
は
、
ヴ
ォ
ー
カ
ル
の
ナ
ビ
ィ

さ
ん
の
明
る
く
て
わ
か
り
や
す
い

お
話
と
と
も
に
ス
テ
ー
ジ
と
客
席

が
一
体
と
な
り
、
沖
縄
の
島
唄
だ

け
で
は
な
く
、
平
和
へ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
込
め
た
曲
を
一
時
間
半
に
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「
非
核
平
和
の
集
い
」
開
催

沖
縄
の
こ
こ
ろ
が
見
え
ま
す
か

家畜として飼育されている牛・豚・鶏などの存在、
日頃食べている食肉は知っていても、その中間に位置
する「と場」とそこで働く人々について語られること
はほとんどなかったのではないでしょうか。また、昨
年９月からのＢＳＥ問題以降、食肉産業は厳しい状況
に置かれています。
そこで、生き物の命をもらって私たちの生活が維持

されていることと、食肉を
生産するという労働の価
値・労働の意義を捉えなお
すとともに、食肉産業の現
状と課題についても考えて
みたいと思います。
▼とき・ところ・内容・講
師＝次表のとおり
▼参加費＝無料。但し、第
２講座の昼食代（1000円程
度）は自己負担ください
▼定　員＝25人（多数の場

合は抽選します）
▼申込み＝10月18日(金)（必着）までに、電話またはファク

ス、ハガキに住所、氏名、電話番号、ヒューマンライツセ

ミナー「同和問題」受講希望、手話通訳希望（必要な場合）

と明記の上、〒590－0592（住所不要）泉南市役所人権啓発

課（(83)０００１・内線212／fax(83)９７２４）▼問合せ＝

人権啓発課（内線212）

▲こころのこもった朗読に‥

美味しいお肉はどこから？命をいただくということ美味しいお肉はどこから？命をいただくということ
ヒューマン・ライツセミナー（同和問題）

講座番号・日時 ところ 内　容 講　師 

第１講座 
10月30日� 
午後２時～ 

第２講座 
11月６日� 
午前８時～ 

第３講座 
11月20日� 
午後２時～ 

美味しいお肉はどこから？ 
～食肉産業を支える人々～ 

（現地見学）お肉ができる 
ところを見てみよう 
～命をいただくということ～ 

ホルモン奉行が斬る！ 
～ＢＳＥ問題から食肉を 
　　　　　　　　　考える～ 

樽井公民館 
１階会議室 

樽井公民館 
２階大会議室 

南食ミート 
　　センター 
（羽曳野市） 

音野修平さん 
（羽曳野市 
　在住） 

角岡伸彦さん 
（フリー 
　ライター） 

南食ミート 
　　センター 
（羽曳野市） 

おとのしゅうへい 

かどおかのぶひこ 



※行事実施日に台風等による大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

今月の健康診査・予防接種・その他（２００２.10）
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
　
人
　
保
　
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

乳児後期健診 

両親教室 

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア・破 
　　傷風・百日せき） 

ポリオの予防接種 
風しんの予防接種 

乳幼児結核検診 

一般健康診断／循環器科検診 
精神保健福祉相談 
Ｃ型肝炎抗体検査 

献　血 

ぴよぴよサロン（育児相談） 

４か月児健康診査 

１歳６か月児健康診査 
３歳６か月児健康診査 
２歳児歯科健康診査 
２歳６か月児歯科健康診査 

地域リハビリ教室 

随　時 
市内の各医療 
機関 

随　時 
市内の各産婦人 
科医院 

毎月第１～４金曜日 
午後１時～２時半 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

�10月２日� 
�11月６日� 

�平成14年５月生 
�平成14年６月生 

身体計測、内科診察、個別指導など。 
対象の人には個別通知（時間指定）します。 

10月23日� 
午後０時40分～２時10分 

▼平成13年３月生 身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

10月９日� 
午後０時半～１時05分 

▼平成11年３月生 

10月17日� 
午後１時～１時半 

▼平成12年９月生 

歯みがき教室 10月24日� 
午後１時～１時20分 

▼平成12年８月生 
▼平成13年２月生 

10月24日� 
午後１時半～２時 

▼平成12年３月生 

10月30日� 
午後１時半～２時半 
10月３日�、10日�、16日�、29日� 
午後１時半～２時半 

今月はありません 生後３か月～４歳未満の乳幼児。できるだけ１歳までに 
済ませてください。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 

第１期（３種混合）は、生後６か月～７歳６か月（できるだけ生後３歳まで）の間 
に計４回。▼初回接種＝生後６か月に達したら約４週間隔で３回。 
▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半の間に１回。 
第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満（小学６年生）の人に１回。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへはコミュニティバスをご利用ください。 

生後12か月～７歳６か月未満の乳幼児。できるだけ３歳までに済ませてください。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 
生後３か月～７歳６か月未満の乳幼児。できるだけ18か月までに済ませてください。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

第２、４水曜日 
午前中（要予約） 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（�71－6001）。血圧、検尿、血液検 
査等（診断、検査等は有料です。なお、診断書も発行します） 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（�71－6001） 
高齢者こころの相談、アルコール健康相談にも応じています。 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 
10月17日�　スカイシティオークワ泉南店 
▽午前10時～正午▽午後１時～４時▽成分献血 
の受付は午前10時～11時、午後１時～３時まで 

成分献血は１人約40～50分かかりますので、事前に 
保健センター（��7615）へお申込みください。 
なお、大阪府内の当日と翌日の献血場所は、 
�0120－524133でご案内しています。泉南市献血推進協議会 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（�71－6001）。 
事前予約が必要です。 

10月７日�、16日�、21日�、 
28日�の各午後１時～ 

▼妊婦とその家族 
▼定員は15組（要予約） 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知（時間指定）します。 

�10月４日��11月１日� 
午後１時半～３時 

10月15日� 
10月22日� 
午後１時半 
　～２時半 

▼乳幼児と保護者 育児相談、身体計測。お気軽にお越しください。 
お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談など。２ 
歳児にはカリオスタット検査（むし歯予測試験法）実 
施。歯みがき教室は、ブラッシング指導、おやつ試食 
等。予約は不要。携行品は母子手帳、歯ブラシ、筆記 
用具、問診票。※今月受診できない人は、対象月より 
３か月以内に受診してください。 

４日間で１コース。携行品は母子手帳と１日目は歯ブラシ、コップ、手鏡。２日目は運 
動のできる服装。なるべく５か月以降の安定期にお越しください。途中参加もできます。 

病・医院の診察時間 満９か月～１歳未満 ４か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第２～４金曜日 
午後１時～２時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前に予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場第１、３火曜日 
▼北野区民センター第２、４火曜日 
▼保健センター第２、４木曜日 
いずれも午後２時～１時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持と閉じこもり防止をめざします。 
参加をご希望される方は直接、会場へお越しください。 

40歳以上で簡単な集 
団体操に参加でき、 
自力又は家族の送迎 
で参加できる方 

▼40歳以上の市民 
平成14年４月１日～ 
11月30日までの間に 
１回受診できます 

▼30歳以上の市民 
平成14年４月１日～ 
11月30日までの間に 
１回受診できます 

血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、腎機能、 
貧血、糖尿病検査）等。必要な方には心電図、眼底検査を実施。 
便潜血検査２日法。※できるだけセットで受けてください。 
健康手帳を持参の上、直接医療機関受付へ申し込んでください。 
※直接医院受付に申し込んでください。 
▼西森医院・婦人科／金曜夜診のみ（信達牧野361－10／�83－2357） 
▼福本医院・婦人科（信達牧野378／�83－2505） 
▼宮城医院・婦人科（信達市場31－311／�82－7019） 
▼新泉南病院・婦人科／金曜・土曜午前中のみ（りんくう南浜３－７ 
　／�80－5618） 
※40歳以上の方は、基本健康診査、大腸がん検診とできるだけセットで受けてください。 
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料
理
の
方
法
を
知
ら
な
い
‥

時
間
が
な
く
て
作
れ
な
い
と
悩

ん
で
い
る
人
の
た
め
に
、
簡
単

で
ア
イ
デ
ア
た
っ
ぷ
り
の
野
菜

一
品
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
紹
介
く
だ

さ
い
。

▼
応
募
条
件
＝
簡
単
に
出
来
る

ア
イ
デ
ア
野
菜
の
一
品
料
理

（
主
菜
ま
た
は
副
菜
）
▼
対
象
＝

泉
佐
野
保
健
所
管
内
に
お
住
ま

い
の
方
▼
申
込
み
＝
十
月
一
日

(

火)

〜
十
一
月
十
五
日(

金)

の
期

間
に
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子

メ
ー
ル
、
直
接
持
ち
込
み
の
い

ず
れ
か
に
よ
り
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
主
菜
・
副

菜
の
別
及
び
材
料
、
作
り
方
、

分
量
（
目
安
）、
料
理
の
イ
ラ
ス

ト
（
写
真
）
を
Ａ
４
サ
イ
ズ
の

用
紙
に
明
記
の
上
、
〒
五
九

八
・
〇
〇
〇
一
泉
佐
野
市
上
瓦

屋
五
八
三
の
一
・
大
阪
府
泉
佐

野
府
民
健
康
プ
ラ
ザ
（
(62)
７
７

０
１
／
fax

(62)
５
４
２
６
／E

-

m
ail:izum

isanohoken@
offic

e.pref.osaka.jp

ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
▼
そ
の
他
＝
▽
応

募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
▽
最

優
秀
賞
一
作
品
、
優
秀
賞
四
作

品
に
賞
状
及
び
記
念
品
を
授
与

し
ま
す
▼
問
合
せ
＝
泉
佐
野
保

健
所
（
(62)
７
７
０
１
）

近
年
増
加
し
て
い
る
高
脂
血

症
や
高
血
圧
は
、
血
管
を
む
し

ば
み
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。
血
管
を
い
た

わ
る
方
法
を
身
に
つ
け
、
循
環

器
疾
患
を
予
防
し
ま
せ
ん
か
？

▼
と
き
・
内
容
・
講
師
＝
一
、

十
一
月
十
一
日(

月)

・
僕
等
は

血
管
探
検
隊
〜
血
管
の
事
を
よ

く
知
ろ
う
〜
・
医
師
二
、
十
一

月
二
十
日(

水)

・
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
は
ま
ず
食
事
か
ら
・
栄
養

士
三
、
十
一
月
二
十
六
日

(

火)

・
血
管
ク
リ
ー
ン
大
作

戦
！
・
健
康
運
動
指
導
士
四
、

十
二
月
二
日(

月)

・
調
味
料
八

分
目
計
画
・
栄
養
士
※
時
間
は

い
ず
れ
も
午
後
一
時
半
か
ら
二

時
間
程
度
▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ

ン
タ
ー
▼
対
象
＝
四
十
歳
以
上

の
市
民
▼
定
員
＝
二
五
人
▼
費

用
＝
無
料
▼
携
行
品
＝
筆
記
用

具
、
三
日
目
は
動
き
や
す
い
服

装
、
上
履
き
、
タ
オ
ル
、
万
歩

計
（
あ
る
方
）
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
十
二
月
五
日(

木)

、

六
日(

金)

、
九
日(

月)

の
午
前
中

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
＝
四
十
歳
以
上
の
市
民
▼

定
員
＝
一
〇
〇
人
▼
費
用
＝
無

料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
月

十
五
日(
火)

〜
二
十
五
日(

金)

の

期
間
に
往
復
ハ
ガ
キ
（
※
保
存

版
・
平
成
十
四
年
度
成
人
保
健

事
業
を
参
照
）
で
保
健
セ
ン
タ

ー▼
と
き
＝
一
、
平
成
十
五
年
一

月
三
十
一
日(

金)

二
、
二
月
三

日(

月)

各
日
の
午
後
▼
と
こ

ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝

三
十
歳
以
上
の
女
性
市
民
▼
定

員
＝
各
七
十
人
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
▼
携
行
品
＝
健
康
手

帳
▼
費
用
＝
無
料
▼
申
込
み
＝

十
月
十
五
日(

火)

〜
二
十
五
日

(

金)

（
当
日
消
印
有
効
）
の
期

間
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
受
診
希

望
日
と
必
要
事
項
（
※
保
存

版
・
平
成
十
四
年
度
成
人
保
健

事
業
を
参
照
）
を
記
入
の
上
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
▼
そ
の

他
＝
▽
時
間
指
定
は
で
き
ま
せ

ん
▽
結
果
は
通
知
し
ま
す
▼
問

合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

痴
呆
性
高
齢
者
に
つ
い
て
正

し
い
理
解
を
広
め
、
痴
呆
に
な

っ
て
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る

地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容
・
講
師
＝
一
、

十
一
月
一
日(

金)

午
後
二
時
〜

四
時
・
痴
呆
に
つ
い
て
・

本
多
秀

ほ
ん
だ
ひ
で

治は
る

さ
ん
（
医
師
・
老
人

保
健
施
設
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
施
設

長
）
二
、
十
一
月
七
日(

木)

午

後
二
時
〜
四
時
・
痴
呆
予
防
の

過
ご
し
方
と
地
域
づ
く
り
・

吉
田
澄
世

よ
し
だ
す
み
よ

さ
ん
（
保
健
師
）
三
、

十
一
月
十
五
日(

金)

午
後
一
時

半
〜
四
時
半
・
家
族
、
介
護
者

の
立
場
か
ら
・
登
文
子

の
ぼ
り
ふ
み
こ

さ
ん

（
熊
取
介
護
者
（
家
族
）
の
会
）、

藤
田
陽
子

ふ
じ
た
よ
う
こ

さ
ん
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
）
四
、
十
一
月
十
九
日

(

火)

午
後
三
時
〜
五
時
・
公
開

講
座
「
痴
呆
性
高
齢
者
の
介
護

に
つ
い
て
」
・
高
谷
育
男

た
か
や
い
く
お

さ
ん

（
痴
呆
専
用
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
施
設
長
）
▼
と
こ
ろ
＝
一
、

二
、
三
、
は
大
阪
府
泉
佐
野
府

民
健
康
プ
ラ
ザ
講
堂
四
、
は
泉

南
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室
▼
対
象
＝
泉
佐
野
保
健
所

管
内
に
お
住
ま
い
の
方
▼
費

用
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
泉
佐
野
保
健
所
（
(62)
７
７

０
１
）

▼
と
き
＝
十
月
二
十
四
日(

木)

、
十

一
月
七
日(

木)

、
二
十
一
日(

木)

の

各
日
午
前
中
▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ

ン
タ
ー
▼
定
員
＝
一
二
〇
人
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
十
月
一
日(

火)

〜

十
五
日(

火)

に
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
平
成
十
五
年
一
月
十
九
日(

日)

の
午
前
中
▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
三
十
歳
以
上
の
女
性
市
民
▼

定
員
＝
三
五
人
▼
費
用
＝
無
料
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
十
一
月
一
日(

金)

〜
十
五

日(

金)

に
往
復
ハ
ガ
キ
で
保
健
セ
ン
タ
ー
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子
宮
が
ん
検
診
を

実
施
し
ま
す

基
本
健
診
、
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん

検
診
の
受
診
者
を
再
募
集
し
ま
す

乳
が
ん
検
診
の
受
診
者

を
再
募
集
し
ま
す

痴
呆
性
高
齢
者

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

野
菜
の
簡
単
ア
イ
デ
ィ
ア

メ
ニ
ュ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

血
管
若
返
り
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

日
曜
日
の
乳
が
ん

検
診
を
実
施
し
ま
す
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(財)大阪府老人クラブ連合会主催の第２６回大阪府老人将棋大会（８月30日開催）において、北本高三
きたもとたかぞう

さん（岡

田在住）が泉南市、泉州地区の予選を突破し、府内８ブロックから集まった強豪を退け、初出場にして、泉南市民

としては初めてとなる優勝を飾られました。北本さんは、アマチュア６段の腕前をお持ちで、日頃はあいぴあ泉南

で将棋を楽しんでいます。囲碁も得意という北本さんは、「来年は囲碁の部での優勝をめざしたい‥」と向井市長に

力強く、抱負を語っていました。 （９月３日）

アマチュア６段の北本さん
鮮やかな詰めで、初優勝！

泉南市コミュニティバスをより市民の皆さんにとっ
て親しみのあるものに‥との願いを込め、愛称を募集
したところ、133点もの応募作品があり、その中から、
山本
やまもと

キヌエさん（岡田在住）、岡本洋美
おかもとひろみ

さん（樽井在
住）、木川

きが わ

ふみ子さん（一丘在住）らが応募した「さ
わやかバス」に決定され、向井市長から表彰状とバス
の写真等の記念品が贈られました。受賞者のお一人は、
「初めてバスを利用した時の印象がさわやかだったの
で愛称としました。」と応募のいきさつを語ってくれ
るなど和やかな雰囲気の中、向井市長も文字通り「さ
わやかな運行」を心がけ、バス事業に取り組んでいき
たいですねと笑顔で応えていました。 （８月13日）

さわやかな運行をこころがけ‥
「さわやかバス」が泉南市を走る！

ケーブルテレビのチャンネ
ル９では、泉州地域４市３町
の地域情報「わくわくりんく
う」を映像と文字番組で放送
しています。但し、視聴する
にはケーブルテレビへの加入
が必要です。また、視聴でき
ない地域がありますのでご了承ください。
▼１回目＝９：00～11：20（泉南市は９：00～）
▼２回目＝14：00～16：20（泉南市は14：00～）
▼３回目＝22：00～０：20（泉南市は22：00～）
▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝ジェイコ
ム関西・りんくう局（０１２０－０８９－３４４）
▼地域情報番組の問合せ＝情報管理課（内線227）

※番組の内容は予定ですので、予告なく変更する場合 
　があります。ご了承ください。 

男のクッキング 
と先輩を敬う会 

樽井公民館・男のクッキングクラブ 
の皆さんが、人生の先輩（お年寄り） 
を招待し、本格的な手料理を囲んで 
楽しく交流します 

10月８日� 
　　～ 
10月21日� 

勇壮！泉南の秋祭り 
泉南市祭礼パレード 

恒例となった泉南市祭礼パレード。 
今年も17台のやぐらが市役所に集結 
します。各地区自慢のやぐらの曳行 
をご覧ください。 
 
 

10月22日� 
　　～ 
11月４日� 

夏休み親子消費者 
講座～人形劇も 
やってくるよ～ 

泉南市では、消費生活における様々なトラ 
ブルを解消するため消費者相談室を開設し 
ています。そこに寄せられるトラブル等を 
人形劇でわかりやすく紹介します。 

９月24日� 
　　～ 
10月７日� 

放
火
が
出
火
原
因
の
第
一
位
！
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上山容弘
うえやまやすひろ

さん（府立日根野高校３年生・一丘在住）
が、８月２日から神奈川県で行われた高校総体・トラ
ンポリン競技個人の部で、見事３年連続となる優勝を
果たしました。また、８月下旬、カナダとアメリカで
行われたワールドカップ（第５・６戦）にも出場、第
５戦では個人競技15位、シンクロナイズド競技６位、
第６戦では個人競技13位とそれぞれ大健闘し、向井
市長に喜びの報告を行いました。
上山さんは、「高校総体では１年生の頃から３年生

まで優勝（３連覇）できたことが嬉しいです。10月
に開催される全日本大会では、自分が納得のいく演技
をすることが目標です」と力強く語ってくれました。
２００４年に開催されるアテネ五輪の日本代表選手

の最有力選手に育っている上山さん、今後のさらなる
活躍に期待したいものですね。 （９月５日）

トランポリンの上山さん
輝く高校総体３連覇！

市内各地区で祭礼ムードが高まっていますが、男里
区は北組やぐらの化粧幕が約半世紀ぶりに新調され、
その入魂式が同区内にある男

おの

神社で行われました。
新しい化粧幕には、大坂夏の陣での合戦シーンが再

現され、大坂城を背景に、豊臣
とよとみ

方の武将（真田幸村
さなだゆきむら

、
後藤又兵衛
ご と う ま た べ え

）が徳川家康
とくがわいえやす

の本陣を急襲する場面が豪快
に施されています。この化粧幕は、構想から２年の歳
月をかけて製作されたそうで、世話人のお一人は、
「区民の皆さんのご協力で、すばらしい本幕が完成し
ました。泉南市祭礼パレードで皆さんに披露できる日
が楽しみです」と笑顔で語ってくれました。
入魂式終了後は、青年団の若者たちが威勢よくやぐ

らを曳行、町中に祭囃子が響きわたっていました。
（８月25日）

祭礼シーズンがやってきた！
男里
おのさと

北組やぐらが化粧幕を新調！

チ
ェ
ッ
ク

火
災
の
原
因
で
何
が
一
番
多
い

か
ご
存
じ
で
す
か
？
そ
れ
は
放
火

で
す
。
し
か
も
、
四
年
連
続
で
火

災
の
出
火
原
因
の
第
一
位
が
放
火

と
な
っ
て
い
ま
す
。
放
火
に
よ
る

火
災
は
、
生
活
の
基
盤
で
あ
る
住

宅
や
財
産
、
そ
し
て
何
よ
り
も
大

切
な
命
ま
で
も
無
差
別
に
消
失
さ

せ
て
し
ま
い
ま
す
。

消
防
白
書
に
よ
る
と
、
全
国
の

平
成
十
三
年
中
に
お
け
る
火
災
件

数
は
六
万
三
五
六
九
件
で
、
そ
の

う
ち
放
火
に
よ
る
出
火
件
数
は
八

〇
四
一
件
発
生
し
、
全
火
災
の
一

二
・
六
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
放
火
の
疑
い
に
よ
る
も
の

は
六
二
二
六
件
で
、
こ
の
二
つ
を

あ
わ
せ
る
と
一
万
四
二
六
七
件
と

な
り
、
全
火
災
の
二
二
％
に
も
な

り
ま
す
。
泉
南
市
で
も
昨
年
一
年

間
で
、
放
火
の
疑
い
の
あ
る
火
災

は
五
件
発
生
し
て
い
ま
す
。放

火
を

予
防
し
、

被
害
を
軽

減
す
る
に

は
、
放
火

さ
れ
な
い

環
境
づ
く

り
が
大
切
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
や
、
不
要
品
を
置
か
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
。
ま
た
、
ご
み
等
は

決
め
ら
れ
た
日
時
に
出
す
こ
と
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
絶
対
に
守
っ
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、

最
近
で
は
、
セ
ン
サ
ー
付
き
照
明

器
具
な
ど
が
、
放
火
の
予
防
に
有

効
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
地
域
や
各
ご
家
庭
で
放
火

さ
れ
な
い
環
境
を
つ
く
り
、
一
件

で
も
放
火
に
よ
る
火
災
が
減
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
消
防
本
部
（
(31)
０
１

１
９
）

普
通
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

泉
南
市
消
防
本
部
で
は
、
救
命

率
の
向
上
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
し
た
心
肺
蘇
生
法
な

ど
の
普
通
救
命
講
習
を
開
催
し
ま

す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
十
日(

日)

午
前

九
時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
市

消
防
本
部
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
定

員
＝
二
〇
人
（
先
着
順
）
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
消
防
本
部
（
(85)
０

１
１
９
０



シリーズ：「ふるさと歴史紀行」

数個の石が長方形に並べ

られたもの…これはいった

い何だと思いますか？

これは、男里遺跡でみつ

かった古墳の石室（せきし

つ）です。石室は亡くなっ

た人を納めた木や石の棺

（ひつぎ）を置くための施

設です。

古墳の石室といえば、奈

良県明日香村の石舞台古墳

が有名です。皆さんの中に

は現地で見学された方もい

らっしゃると思いますが、

何十人も入れる石室の広さ

や天井の高さに圧倒された

のではないでしょうか？男

里遺跡でみつかったこの石

室は、全長約１ｍ、幅が約

60�とほんとうに「小さな

石室」なのです。この「小

さな石室」がいつ頃つくら

れたのかは明らかではあり

ませんが、今から1400年ほ

ど昔の６世紀後半から７世

紀前半ではないかと考えら

れています。この時期は石

舞台古墳がつくられたのと

まさしく同じころ。大きさ

の違いはあってもどちらも

貴重な文化財なのです。

（この「小さな石室」は現

在、雄信小学校に移されて

保存されています。）

とっても小さな石室
せきしつ

▼

○

○

～これはなんだろう・９～
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